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質問: 1
プラットフォームエンジニアが永続ボリュームやその他のクラスターリソースのバックアップと復元を検討しています。バックアップと復元機能を含むNKPライ

センスはどれですか？（2つ選択してください。）

A. NKPスターター

B. NKPプロ

C. NKP エッセンシャル

D. NKPアルティメット

正解: (正解を表示します)

質問: 2
プラットフォーム エンジニアが NKP の使用を開始し、必要な前提条件をすべて備えた要塞ホストを作成しました。

エンジニアは Kommander をどのようにインストールすればよいですか?
A. AWS CLI
B.テラフォーム

C.アンシブル

D. CLIコード

正解: (正解を表示します)
NKPA 6.10 のドキュメントによると、NKP クラスターに Kommander をインストールするための標準的かつサポートされている方法は、NKP CLI を使用すること

です。CLI は、クラスターライフサイクル管理ワークフローの一環として、Kommander と関連プラットフォームコンポーネントをデプロイするためのコマンドを

提供します。

キーリファレンス:
Kommanderを導入する際に推奨されるアプローチは、nkp CLIを使用することです。これにより、Nutanix Kubernetes Platformスタックの他の部分との互換性が確

保され、インストールが簡素化されます。参考：

Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) 6.10 - 「NKP CLI を使用した Kommander のインストール」NCP-CN 6.10 学習ガイド - 「Kommander のインス

トールと管理」

質問: 3
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ある企業では、事業部門ごとに異なるKubernetesクラスターを運用しています。本番環境と開発環境では導入するソフトウェアが異なるため、各事業部門には本番

環境用と開発環境用のKubernetesクラスターが別々に存在します。現在、全事業部門の本番環境用クラスターは標準化されており、開発環境用クラスターも標準化

されています。

同社は最近、すべての Kubernetes クラスター用の NKP Ultimate ライセンスを取得しました。

企業はどのようにして、すべてのクラスター (本番環境と開発環境) の両方の環境の標準構成を制御できるでしょうか?
A.本番環境ワークスペースと開発環境ワークスペースを構成し、各 Kubernetes クラスターを対応するワークスペースに接続します。

B.すべての Kubernetes クラスターに Flux をインストールし、すべての Kubernetes クラスターで適切な kustomize.yaml を構成します。

C.すべてのビジネス ユニットに対して、NKP を使用して運用および開発用の新しい Kubernetes クラスターを作成します。

D.適切な kustomize.yaml を使用して、すべての Kubernetes クラスターに Flux をインストールします (nkp install flux -- kustomize=kustomize.yaml --
kubeconfig=<cluster>.conf)。
正解: (正解を表示します)
NKPA 6.10 のドキュメントでは、NKP のワークスペースは複数のクラスターにわたる構成を論理的にグループ化し、標準化するために使用されることが確認され

ています。本番環境ワークスペースと開発環境ワークスペースを作成することで、組織は関連するすべてのクラスターに対して標準化された構成とポリシーを制

御および適用できます。

正確な抜粋:

「ワークスペースは、複数のクラスタにわたるリソース、構成、ポリシー管理を論理的に分離し、標準化された操作を可能にします。」参考：

Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) 6.10 - 「ワークスペースとマルチクラスタ管理」NCP-CN 6.10 学習ガイド - 「クラスタ間の構成の標準化」

質問: 4

クラスターarcaは、ワーカーの追加が必要となる新しいアプリケーションをホストします。同社はNKPライセンスを追加取得できないため、デモクラスターを削除

し、必要なワーカーをarcaクラスターに追加することにしました。

エンジニアはこの UI からデモ クラスターをどのように削除すればよいでしょうか?
A.右側の (「demo」クラスター ライン) の 3 つのドット メニューを押して、kubeconfig のダウンロードを選択し、そのファイルを使用して kubectl delete cluster -c

demo --kubeconfig=demo.conf を実行します。

B.右側にある (「デモ」クラスター ライン) 3 点メニューを押して、[削除] を選択します。

C.右側にある「demo」クラスターの行の3点メニューを押し、「Detach」を選択します。その後、クラスターの所有者にクラスターの削除を依頼します。

D. kommander クラスタに SSH でログインし、kubectl delete cluster -c demo を実行します。

正解: B (コメントを発表する)
この図では、NKP UI に「arca」、「demo」、「production」などのクラスターのリストが表示されており、それぞれの右側に3点メニューがあります。NKPA コースで

は、NKP UI から直接クラスターを削除するには、クラスターの3点メニューにある「削除」オプションを使用する必要があると説明されています。この操作により

削除プロセスが開始され、クラスターは NKP の管理から削除され、関連するライセンス（例：NKP ライセンスに基づく CPU コアベースのライセンス）が解放され

ます。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイドには、「NKP で UI を使ってクラスタを削除するには、クラスタリストに移動し、対象クラスタ（例：demo）の 3 点メ

ニューをクリックし、「削除」を選択してクラスタとそのリソースを削除します」と記載されています。図の UI もこの手順に沿っており、「demo」クラスタの横に 3
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点メニューが表示され、そこに「削除」オプションが含まれています。これは、demo クラスタを削除し、arca クラスタにリソースを再割り当てする最も簡単な方法

です。

誤ったオプション:
* A. kubeconfig をダウンロードし、kubectl delete cluster を使用します。kubectl delete cluster は NKP クラスターの削除には有効なコマンドではありません。NKP
はクラスターの削除に nkp CLI または UI を使用します。

* C. 「デタッチしてクラスター所有者に削除を依頼」を選択します。デタッチは外部クラスター（例：EKS）用であり、「demo」のようなNutanixインフラストラクチャ

上のNKP管理クラスターには適用されません。デタッチしてもクラスターは削除されません。

* D. kommander クラスターに SSH で接続し、kubectl delete cluster を実行します。Kommander は管理コンポーネントですが、kubectl delete cluster は NKP クラ

スターの削除には有効なコマンドではありません。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、クラスター管理のセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、2 日目の操作に関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com

質問: 5
Nutanix プロビジョニング方式 (CAPX) を使用して NKP を展開する場合、サポートされる OS プラットフォームは何ですか?
A. CentOS と Rocky Linux
B. CentOS と Ubuntu
C. Rocky Linux と Ubuntu
D. Flatcar、Rocky Linux、Ubuntu
正解: C (コメントを発表する)

質問: 6
プラットフォーム エンジニアは NKP を導入し、その OOB データ ストレージ機能を利用したいと考えています。

NKP 環境内でバックアップをサポートするには、エンジニアは何を有効にする必要がありますか?
A.ミニIO
B.ルーク・セフ

C.ボリューム iSCSI
D.オブジェクト S3
正解: (正解を表示します)
NKPA 6.10 のドキュメントによると、Rook Ceph は、Kubernetes 環境内での永続的なデータ ストレージ、バックアップ、およびオブジェクト ストレージ用に

NKP と統合されたすぐに使用できる推奨ストレージ ソリューションです。

キーリファレンス:

「Rook CephはNKPと統合されており、クラスター内で永続的なストレージとバックアップサポートを提供します。」参考：

Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) 6.10 - 「NKP のストレージアーキテクチャ」NCP-CN 6.10 学習ガイド - 「OOB ストレージ向け Rook Ceph」

質問: 7
Kubernetes管理者は、DRデータセンターに新しいNKPデプロイメントを展開する必要があります。クラスター情報：

6.10
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ハイパーバイザーはAHV
6 つの NX-8170-G9 ノード管理者はプロンプトベースの CLI 展開方法を呼び出すためにどのコマンドを使用する必要がありますか?
A. nkp ノードプール nutanix を作成します

B. nkp クラスター ahv を作成

C. nkp インストール kommander
D. nkp クラスター Nutanix を作成

正解: (正解を表示します)

質問: 8
ある企業は開発にArtifactoryのプライベートレジストリを使用しています。セキュリティ管理者がファイアウォールを設定してパブリックコンテナレジストリへ

の接続を拒否しているため、NKPのデプロイメントではこのプライベートレジストリを使用する必要があります。最初のタスクは、NKPバンドルをこのプライベー

トレジストリにプッシュすることです。

NKP バンドルをこのプライベート レジストリにプッシュするには、どのようなオプションを使用する必要がありますか?
A. --registry-mirror-url、--registry-mirror-username、および --registry-mirror-password
B. --mirror-url、--mirror-username、および --mirror-password
C. --registry-url、--registry-username、および --registry-password
D. --to-registry、--to-registry-username、および --to-registry-password
正解: (正解を表示します)
NKP バンドルをプライベート レジストリにミラーリングする場合、推奨される方法は、--to-registry オプションを指定した nkp bundle push または同様のコマン

ドを使用して、資格情報 (-- to-registry-username および --to-registry-password) とともにターゲット レジストリを指定することです。

ドキュメントからの主な参照:

「--to-registry フラグを --to-registry-username および --to-registry-password とともに使用して、NKP バンドルをプライベート レジストリにプッシュします。」参

考:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) 6.10 - 「NKP バンドルをプライベート レジストリにプッシュする」NCP-CN 6.10 学習ガイド - 「NKP のレジス

トリ ミラーリング」

質問: 9
プラットフォーム エンジニアは、インターネット アクセスのないダーク サイトに NKP クラスタを展開します。クラウド管理者はこの目的のために Linux VM を

提供しているため、エンジニアはこの VM を要塞ホストとして使用できるように準備する必要があります。このタスクを完了するために、エンジニアが実行すべき

2 つのアクションはどれですか (2 つ選択してください)。
A. LDAP サーバーをインストールします。

B. SSH キーを取得または作成します。

C. Docker をインストールします。

D. NTP サービスを有効にします。

正解: B,D (コメントを発表する)
ダークサイト環境に設置された要塞ホストは、NKPデプロイメントを管理するための安全なエントリポイントとして機能し、直接インターネットに接続すること

なくクラスタインフラストラクチャへのアクセスを提供します。NKPAコースでは、Linux VMを要塞ホストとして準備するための前提条件について概説し、エア

ギャップKubernetesデプロイメントに不可欠な安全なアクセスと時刻同期に焦点を当てています。
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* SSHキーの取得または作成（オプションB）：Bastionホストでは、NKPクラスタノードやその他のインフラストラクチャコンポーネント（Nutanix AHVホストなど）

への安全なパスワードレスアクセスを実現するために、SSHキーが必要です。NKPAコースでは、導入および管理タスク中の安全な通信を実現するために、Bastion
ホストでSSHキーを生成または取得し、設定する必要があると規定されています。Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10学習ガイドには、「NKPダークサイト導入に

おけるBastionホストでは、クラスタノードおよびインフラストラクチャへの安全なアクセスを実現するために、SSHキーが作成または取得されていることを確認

する必要があります」と記載されています。エンジニアはssh-keygenを使用してSSHキーを生成し、公開鍵を対象システムに配布できます。

* NTPサービスの有効化（オプションD）：Kubernetesクラスターでは、ログ記録、証明書管理、スケジューリングの一貫性を確保するために、時刻同期が不可欠で

す。インターネットアクセスのないダークサイトでは、要塞ホストを内部NTP（Network Time Protocol）サーバーと同期させるか、要塞ホスト自体をNTPサーバーと

して動作させるように設定する必要があります。NKPAコースでは、エアギャップ環境全体で正確な時刻を維持するために、要塞ホストでNTPサービスを有効にす

ることに重点を置いています。NCP-CN 6.10学習ガイドには、「Kubernetesが適切に動作するには正確な時刻が必要であるため、ダークサイトNKPデプロイメント

で時刻同期を確実に行うには、要塞ホストでNTPサービスを有効にする必要があります」と記載されています。エンジニアは、systemctl enable ntpdなどのコマン

ドを使用してNTPを有効にし、内部時刻ソースを使用するように設定できます。

誤ったオプション:
* A. LDAPサーバーのインストール：LDAPは集中認証に使用されますが、NKPダークサイト展開における要塞ホストでは必須ではありません。このコースで

は、SSHアクセスに焦点を当てます。

* C. Docker をインストールする: コンテナ ランタイムのために Kubernetes ノードに Docker が必要ですが、要塞ホストの役割はコンテナを実行することではな

く、安全なアクセスと管理を提供することです。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、ダーク サイト デプロイメントの準備に関するセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、NKP 展開の前提条件に関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com

質問: 10
プラットフォームエンジニアはバックアップとリカバリの要件を抱えており、NKPに同梱されているすぐに使えるソリューションを活用したいと考えていま

す。NKPに同梱されているバックアップとリカバリのソリューションとは何ですか？

A. Nutanix スナップショット

B.帆船

C.タール

D.キャビネット

正解: (正解を表示します)

質問: 11
プラットフォームエンジニアは、コマンドラインからNKPワークスペース内のすべてのクラスターにNKPプラットフォームアプリケーションをデプロイしたいと

考えています。使用するコマンドセットと、それに指定する必要があるパラメータは何ですか？

A. nkp deploy app コマンドセットが使用されます。アプリケーションIDとクラスターのNKPワークスペースを指定する必要があります。

B. nkp create appdeployment コマンドセットを使用します。アプリケーションIDとバージョン、およびクラスターのNKPワークスペースを指定する必要がありま

す。

C. nkp deploy platform-app コマンドセットが使用されます。アプリケーションIDとクラスターのNKPワークスペースを指定する必要があります。

D. kubectl create appdeployment コマンドセットを使用します。アプリケーションIDとクラスターのNKPワークスペースを指定する必要があります。

正解: (正解を表示します)
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質問: 12
プラットフォームエンジニアはNKP v2.12.x環境を管理しており、NKP Image Builder（NIB）を使用してカスタムイメージを作成しています。このタスクでエンジニ

アが使用できるディストリビューションは2つありますか？（2つ選択してください。）

A.ウブントゥ

フェドーラ

B.ロッキーリナックス

C. CentOS
正解: (正解を表示します)
NKPAコースでは、NKPクラスタノード用のカスタムマシンイメージを作成するために使用されるNutanix Image Builder（NIB）が、Nutanixインフラストラクチャお

よびKubernetesの要件と互換性のある特定のLinuxディストリビューションをサポートすることを規定しています。NKP v2.12.xの場合、NIBのサポート対象ディス

トリビューションはUbuntuとRocky Linuxです。これらはNKPのデプロイメント向けにテストおよび最適化されており、Cluster API（CAPI）およびNutanix AHVと
の安定性と互換性を確保しています。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイドには、「NKP Image Builder (NIB) は、NKP クラスタノード用のカスタムイメージを作成するためのベースディス

トリビューションとして Ubuntu と Rocky Linux をサポートし、Kubernetes および Nutanix インフラストラクチャとの互換性を確保しています」と記載されてい

ます。Ubuntu は、広く使用され、十分なサポートが受けられる長期サポート (LTS) 版のベースを提供しています。一方、Rocky Linux は、特に 2021 年に CentOS 8
のサポートが終了した後、Nutanix がその信頼性とエンタープライズ志向を理由に採用した CentOS の代替製品です。

誤ったオプション:
* B. Fedora: Fedora は、本番環境の Kubernetes 環境よりも最先端の開発に適しているため、NKP の NIB ではサポートされていないディストリビューションで

す。

* D. CentOS：CentOS 8は2021年12月にサポート終了となり、NutanixはNKPイメージ構築の代替としてRocky Linuxを採用しました。本コースでは、NKP v2.12.x
のNIBサポート対象としてCentOSは記載されていません。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、NIB を使用したイメージ構築のセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、NKP 展開の前提条件に関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com

質問: 13

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192099/


管理者がNKPクラスタをプロビジョニングしています。VM作成タスクの実行後、図に示すエラーが発生します。

理由は何でしょう?
A.プライベート レジストリ ソフトウェアまたはバージョンは推奨されません。

B. VM に Linux バージョンがありません。

C. VM はレジストリと通信できません。

D. NKP ソフトウェアがレジストリにロードされていません。

正解: (正解を表示します)
エラーには次のように記載されています:
pgsql
コピー

CAPIコンポーネントのアップグレードエラー：CAPIコンポーネントをアップグレードできません：デプロイメント「capp-controller-manager」は10分経過しても準

備完了ではありません：管理クラスターへの接続に失敗しました：コンテキストの期限切れを超えました。これは明らかに、VM（またはノード）と管理クラスター間

の接続に問題があることを示しています。これは通常、エアギャップ環境またはプライベート環境におけるレジストリ通信の問題によって発生します。VMがレジ

ストリに接続できず、必要なイメージや構成を取得できない場合、CAPI（クラスターAPI）コンポーネントを初期化できず、タイムアウトが発生します。

キーリファレンス:
* Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) 6.10 - 「エアギャップとレジストリ通信の問題」

* NCP-CN 6.10 学習ガイド - 「クラスタ API のアップグレード プロセスとネットワークの前提条件」

質問: 14
ある金融会社では、DevOpsチームが会社のすべての重要なアプリケーションのサポートを担っています。チームは経験豊富なチームでしたが、クラスターのヘル

スチェックの手動管理はますます複雑になり、エラーが発生しやすくなっていました。

チームは、これらの問題への最善の対処方法について社内のプラットフォームエンジニアに相談しました。エンジニアには、このような事象が発生していることを

伝えました。

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192100/


1.ポッドセキュリティ標準の省略。

2.クラッシュループのケース。

3. kube-bench のデプロイまたは実行時にノードが失敗しました。

エンジニアは DevOps チームにどのような推奨事項を提供する必要がありますか?
A. AlertManager と NKP Insights を併用します。

B. nkp describe cluster --cluster-name=${CLUSTER_NAME} コマンドを実行します。

C. YAML 形式で MachineHealthCheck リソースを作成します。

D.オーバーライド ConfigMaps を使用してアラート ルールを構成します。

正解: A (コメントを発表する)

質問: 15

DevOpsチームは、NKPクラスタ内の複数のアプリケーションからのログ管理という、ますます大きな課題に直面しています。複数のチームが異なるプロジェクト

に取り組んでいるため、各チームがそれぞれのログに安全かつ効率的にアクセスできるマルチテナント・ロギング・システムを実装することが不可欠です。図に示

すように、当初はプロジェクトごとに2つの名前空間が設定されました。次に、ログ設定を含むConfigMapがテナントごとに設定されました。tenant-innovationの保

存期間が30日間、tenant-analyticsの保存期間が7日間である場合、どのYAML出力が該当するでしょうか？

A. yamlCollapseWrapCopyapiVersion: v1kind: ConfigMapmetadata:name: logging-innovation-confignamespace: tenant-innovationdata:values.yaml: |
loki:structuredConfig:limits_config:retention_period: 30d---apiVersion: v1kind: ConfigMapmetadata:name: logging-analytics-confignamespace: tenant-
analyticsdata:values.yaml: |loki:structuredConfig:limits_config:retention_period: 7d
B. yamlCollapseWrapCopyapiVersion: v1kind: ConfigMapmetadata:name: logging-innovation-confignamespace: tenantdata:values.yaml: |
loki:structuredConfig:limits_config:retention_period: 30d---apiVersion: v1kind: ConfigMapmetadata:name: logging-analytics-confignamespace:
tenantdata:values.yaml: |loki:structuredConfig:limits_config:retention_period: 7d
C. yamlCollapseWrapCopyapiVersion: v1kind: ConfigMapmetadata:name: logging-innovation-confignamespace: tenant-innovationdata:values.yaml: |
loki:structuredConfig:limits_config:retention_period: 30d---apiVersion: v1kind: ConfigMapmetadata:name: logging-analytics-confignamespace: tenant-
innovationdata:values.yaml: |loki:structuredConfig:limits_config:retention_period: 7d
D. yamlCollapseWrapCopyapiVersion: v1kind: ConfigMapmetadata:name: logging-innovation-confignamespace: tenant-innovationdata:values.yaml: |
loki:structuredConfig:limits_config:retention_period: 30h---apiVersion: v1kind: ConfigMapmetadata:name: logging-analytics-confignamespace: tenant-
analyticsdata:values.yaml: |loki:structuredConfig:limits_config:retention_period: 7h
正解: (正解を表示します)

質問: 16
クラウドエンジニアは、クラウドで稼働しているNKPクラスターを構成したいと考えています。コンテナワークロードを実行するためのリソース容量を動的に拡

張・圧縮することで、オンライン小売取引のパフォーマンスに影響を与えることなく、リソースを効率的に活用できるようになります。これは、予測不可能な急増

や停滞がますます増加しているオンライン小売取引のパフォーマンスに影響を与えることなく、リソースを効率的に活用するのに役立ちます。

NKP はどのような自動スケーリング方法を使用し、どのようにスケーリングしますか?
A.水平ポッドオートスケーラーとワーカーノードのCPU/メモリサイズ設定

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192101/
https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192102/


B.クラスタオートスケーラーとワーカーノードのレプリカ

C.クラスターオートスケーラーとワーカーノードのCPU/メモリのサイズ設定

D.水平ポッドオートスケーラーとワーカーノードのレプリカ

正解: (正解を表示します)

有効的なNCP-CN問題集はJPNTest.com提供され、NCP-CN試験に合格することに役に立ちます！JPNTest.comは今最新NCP-CN試験問題集を提供しま

す。JPNTest.com NCP-CN試験問題集はもう更新されました。ここでNCP-CN問題集のテストエンジンを手に入れます。最新版のアクセ

ス、https://www.jpntest.com/shiken/NCP-CN-mondaishu 「111問、３０％ディスカウント、特別な割引コード: JPNshiken」

質問: 17
ある組織が、研究開発用に新しいNKPクラスター群を構築しています。研究開発ディレクターは、研究開発専用インフラストラクチャにおけるチームへの完全な管

理者権限を必要としています。

エンジニアがこれらの目標を確実に達成するための適切な方法は何ですか?
A. 'R&D' NKP コネクタとインフラストラクチャ プロバイダーを作成します。'R&D' NKP グループを作成し、管理者レベルのロールを割り当てます。'R&D' NKP グ

ループを 'R&D' NKP コネクタに割り当てます。NKP クラスターを 'R&D' ワークスペースに展開します。

B.「R&D」NKPワークスペースを作成します。このワークスペースに「R&D」インフラストラクチャプロバイダーを作成します。R&Dチームメンバー用の

「R&D」NKPグループを作成し、その中で管理者レベルのロールを割り当てます。NKPクラスターを「R&D」ワークスペースに展開します。

C.このワークスペース内に「R&D」NKPワークスペースとプロジェクトを作成します。「R&D」NKPプロジェクトにNKPインフラストラクチャプロバイダーを作成

します。R&Dチームメンバー用の「R&D」NKPグループを作成し、このプロジェクト内で管理者レベルのロールを割り当てます。NKPクラスターを「R&D」ワークス

ペースにデプロイします。

D. 'R&D' NKP コネクタとインフラストラクチャ プロバイダーを作成します。'R&D' NKP グループを作成し、管理者レベルのロールを割り当てます。'R&D' NKP グ

ループを 'R&D' NKP インフラストラクチャ プロバイダーに割り当てます。NKP クラスターを 'R&D' ワークスペースに展開します。

正解: (正解を表示します)

質問: 18
プラットフォームエンジニアがNKP UIから接続されたクラスターを削除しようとしましたが、「削除中」状態のまま削除されません。このクラスターをデタッチし

てUIから削除し、NKPによる管理対象から外すにはどうすればよいでしょうか？

A. NKP 管理クラスターのコンテキストで kubectl delete cluster コマンドを実行します。

B. NKP 接続クラスターのコンテキストで nkp delete kommandercluster コマンドを実行します。

C. NKP アタッチされたクラスターのコンテキストで nkp delete cluster コマンドを実行します。

D. NKP 管理クラスターのコンテキストで kubectl delete kommandercluster コマンドを実行します。

正解: (正解を表示します)

質問: 19
プラットフォームエンジニアは、いくつかのNKPアプリケーションをインストールしたいと考えていますが、一部のコンポーネントのデフォルト構成仕様に若干

の変更を加えています。また、Kubernetes用に別のバックアップユーティリティを既に利用しているため、Velero自体は無効化できます。

アプリケーションを展開するときに、エンジニアはこれらの目標を達成するためにどの手順を利用しますか?

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192103/
https://www.jpntest.com/shiken/NCP-CN-mondaishu
https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192104/
https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192105/


A. nkp install kommander --init を出力ファイルに実行します。

出力ファイルで変更するコンポーネントのカスタム仕様を設定します。

出力ファイルを指定して、nkp install kommander コマンドを使用して NKP アプリケーションを展開します。

NKP アプリケーションのインストールが完了したら、kubectl delete hr -n kommander velero を実行します。

B. nkp install kommander --init を出力ファイルに実行します。

出力ファイルで Velero を無効にし、変更するコンポーネントのカスタム仕様を設定します。

出力ファイルを指定して、nkp install kommander コマンドを使用して NKP アプリケーションを展開します。

C. nkp config kommander --init を出力ファイルに対して実行します。

出力ファイルで Velero を無効にし、変更するコンポーネントのカスタム仕様を設定します。

出力ファイルを指定して、helm install コマンドを使用してアプリケーションをデプロイします。

D. nkp config コマンドを実行します。

結果の出力ファイルで Velero を無効にし、変更するコンポーネントのカスタム仕様を設定します。

出力ファイルを指定して、nkp install kommander コマンドを使用して NKP アプリケーションを展開します。

正解: B (コメントを発表する)
NKPA 6.10のドキュメントでは、アプリケーションのデプロイメントをカスタマイズする（Veleroの無効化を含む）適切な方法は、nkp install kommander --initコマ

ンドを使用して設定ファイルを生成することであると記載されています。このファイルを編集してカスタム仕様を設定し、Veleroを無効化し、最後にnkp install
kommanderコマンドを使用してデプロイします。

正確な抜粋:

「--init を使用してカスタム構成ファイルを生成し、特定の環境に合わせて変更し（Velero の無効化を含む）、同じ nkp install kommander コマンドでデプロイしま

す。」参考:

Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) 6.10 - 「Kommander インストールのカスタマイズ」NCP-CN 6.10 学習ガイド - 「NKP アプリケーションの導入

とカスタマイズ」

質問: 20
展示物を参照してください。

クラウド管理者がdemoという名前のKubernetesクラスタをプロビジョニングしましたが、現在はアクティブに使用されていません。システムエンジニアによる簡

単なレビューで、次のVMがdemo Kubernetesクラスタの一部であることが確認されました。

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192106/


デモ クラスターを適切に削除するにはどうすればよいですか?
A. nkp delete cluster -c demo -n kommander-default-workspace を実行します。

B.すべての VM を削除し、結果を通知します。

C. CVM から acli vm.delete demo* を実行します。

D. kubectl config delete-cluster demo -n kommander-default-workspace を実行し、VM を削除します。

正解: A (コメントを発表する)
包括的かつ詳細な説明：

NKPクラスターを削除する正しい手順は、適切なクラスター名と名前空間を指定してnkp delete clusterコマンドを使用することです。これにより、Kubernetesリ
ソースだけでなく、対応するNKPリソース（ノードプール、Kommander統合など）も、クリーンかつ一貫性を持って削除されます。

VMを削除するだけでは、関連するNKP管理オブジェクトはクリーンアップされません。この方法については、クラスタライフサイクル管理に関するNKPドキュメ

ントで詳しく説明されており、完全な削除には提供されているCLIコマンドを使用する必要があることが強調されています。

参考資料: NCP-CN-6.10 コース教材 - クラスタ削除コマンド

質問: 21
プラットフォームエンジニアはAWS上でKubernetesクラスターバージョン1.28.1を実行しており、これをバージョン1.29.9にアップグレードする必要がありま

す。このクラスターはNutanix NKPでデプロイされています。この要件を満たすために、エンジニアが実行すべき2つのアクションはどれですか？（2つ選択してく

ださい。）

A. nkp update nodepool aws ${NODEPOOL_NAME} --cluster-name=${CLUSTER_NAME} --kubernetes-version=v1.29.9 を使用してワーカーをアップグレードし

ます。

B. nkp upgrade nodepool aws ${NODEPOOL_NAME} --cluster-name=${CLUSTER_NAME} --kubernetes-version=v1.29.9 を使用してワーカーをアップグレード

します。

C. nkp update controlplane aws --cluster-name=${CLUSTER_NAME} --ami AMI_ID --kubernetes-version=v1.29.9 を使用してコントロールプレーンをアップグ

レードします。

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192107/


D. nkp update cluster aws --cluster-name=${CLUSTER_NAME} --ami AMI_ID --kubernetes-version=v1.29.9 を使用してクラスターをアップグレードします。

正解: (正解を表示します)

質問: 22
NKPクラスタノードは、アプリケーションの永続ボリューム要件とは別に、デプロイされたコンポーネントの一部にディスクを必要とします。これらのコンポーネ

ントとは何ですか？また、どこにデプロイされていますか？

A. /var/lib 内の kubelet と containerd
B. kubelet と containerd (/opt/nkp 内)
C. /var/nkp の kubectl と kubelet
D. /opt/nkp 内の kubectl と kubelet
正解: (正解を表示します)

質問: 23
ある企業には軽量Kubernetesを搭載したエッジデバイスが30台あり、開発者はすべてのエッジデバイスにアプリケーションをプッシュする必要があります。NKP
管理者はNKP Ultimateライセンス層を設定しており、30台のエッジデバイスのすべてのkubeconfigファイルにアクセスできます。管理者がアプリケーションのデ

プロイメントのライフサイクル管理を行う最も効率的な方法は何でしょうか？

A. GitHub 構成を作成し、それを 30 台のエッジ デバイスに展開して、GitHub アカウントを使用するように構成します。

B.開発者に軽量 Kubernetes を削除し、NKP を使用して新しい Kubernetes クラスターをデプロイするよう依頼します。

C.すべてのエッジ デバイスへの展開を自動化するスクリプトを作成します。

D.新しいワークスペースを作成し、Attach Cluster を使用して 30 個のエッジ デバイスをこのワークスペースに接続します。

正解: (正解を表示します)

質問: 24
プラットフォームエンジニアが永続ボリュームやその他のクラスターリソースのバックアップと復元を検討しています。バックアップと復元機能を含むNKPライ

センスはどれですか？（2つ選択してください。）

A. NKPスターター

B. NKP エッセンシャル

C. NKPアルティメット

D. NKPプロ

正解: (正解を表示します)
NKPAコースでは、NKPのバックアップと復元機能はVeleroとの統合によって提供され、永続ボリューム、クラスターリソース、アプリケーションデータをS3互換

ストレージにバックアップできることについて詳しく説明します。この機能は高度な機能とみなされており、上位のNKPライセンスであるNKP Ultimateおよび

NKP Proに含まれています。

* NKP Ultimate：この最上位ライセンスには、エアギャップデプロイメント、フリート管理、バックアップ/リストア機能など、NKPのすべての機能が含まれていま

す。包括的なディザスタリカバリを必要とするエンタープライズグレードの環境向けに設計されています。

* NKP Pro: この中間層ライセンスにはバックアップと復元の機能も含まれており、堅牢なデータ保護を必要としているものの、Ultimate 層のすべての機能 (エア

ギャップ サポートなど) は必ずしも必要としない組織のニーズに対応します。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイドには、「Velero を活用したバックアップおよび復元機能は、NKP Pro および NKP Ultimate ライセンス層で利用可

能であり、永続ボリュームとクラスターリソースの保護を可能にします」と記載されています。これらのライセンスは、S3 互換ストレージを使用して Velero を構

成し、バックアップをスケジュールし、本番環境で復元を実行するために必要なツールとサポートを提供します。

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192108/
https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192109/
https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192110/
https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192111/


誤ったオプション:
* A. NKP Starter：Starter層はエントリーレベルであり、バックアップや復元などの高度な機能は含まれていません。基本的なクラスター管理に重点を置いていま

す。

* B. NKP Essential: この層は、NKP のライセンス モデルに存在する場合、より低い層であり、NKPA コースで言及されていないため、バックアップ/復元機能は含

まれない可能性があります。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、バックアップと復元のセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、ライセンスと Day 2 運用に関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com

質問: 25

demo という Kubernetes クラスターのノードプールを確認すると、ワーカーが 1 つしかない md-1 というノードプールがあります。このワーカーは、ノードプー

ル md-1 と一緒に削除する必要があります。

このタスクはどのようにして達成すべきでしょうか?
A. ncli vm.delete demo-md-1-hQ2sz-mw4p6-fptc を実行します。

B. acli vm.delete デモ-md-1-hQ2sz-mw4p6-fptc を実行します。

C. nkp delete nodepool md-1 --cluster-name=demo を実行します。

D. nkp node scale nodepool md-1 --replicas=0 --cluster-name=demo を実行します。

正解: C (コメントを発表する)

質問: 26

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192112/


プラットフォームエンジニアは、エアギャップ環境のプライベートレジストリにNKPバンドルをロードした後、ブートストラップクラスターを作成するために

Konvoyブートストラップイメージが必要になります。Konvoyイメージがレジストリにロードされていません。要塞ホストにKonvoyブートストラップイメージを

ロードする最も効果的なコマンドはどれですか？

A. docker load -i konvoy-bootstrap-image-<バージョン>.tar
B. docker イメージタグ konvoy-bootstrap-image-<version>.tar バージョン docker.io/konvoy-bootstrap バージョン

C. nkp push bundle --bundle konvoy-bootstrap-image-<version>.tar --to-registry=<REGISTRY_URL>
D. nkp load image -f konvoy-bootstrap-image-<version>.tar --to-registry=<REGISTRY_URL>
正解: A (コメントを発表する)
エアギャップNKPデプロイメントでは、Konvoyブートストラップイメージ（ブートストラップクラスタの作成に使用）が、Bastionホストのローカルまたはプライ

ベートレジストリで利用可能である必要があります。NKPAコースでは、NKPエアギャップバンドルを解凍した後、ブートストラップイメージ（例：konvoy-
bootstrap-image-<version>.tar）はtarballとなり、ブートストラップクラスタを作成する前にBastionホスト上のDockerデーモンにロードする必要があると指定され

ています。

最も実行可能なコマンドは docker load -i konvoy-bootstrap-image-<version>.tar (オプションA) です。このコマンドは、tarball をBastionホスト上のローカル

Dockerデーモンにロードし、nkp create bootstrap コマンドでイメージを使用できるようにします。Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイドには、「エア

ギャップ環境では、docker load -i <image- tar-file> を使用してKonvoyブートストラップイメージをBastionホストにロードし、ブートストラップクラスタの作成に

使用できるようにします」と記載されています。ロード後、エンジニアは必要に応じてイメージにタグを付け、プライベートレジストリにプッシュできますが、質

問はホストへのイメージのロードに焦点を当てており、このコマンドはそれを実行します。

誤ったオプション:
* B. docker image tag: このコマンドは構文的に誤りです（versionが2回出現し、.tarがタグの一部ではありません）。タグ付けはイメージをロードした後の次のス

テップであり、イメージをロードするための主要なアクションではありません。

* C. nkp push bundle: これはイメージをロードするための有効なコマンドではありません。バンドル管理アクションに近いですが、構文が正しくありません。

* D. nkp load image: NKP には nkp load image コマンドはありません。イメージの読み込みは docker load を介して行われます。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、エアギャップ デプロイメントのセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、NKP 展開の前提条件に関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com

質問: 27
プラットフォームエンジニアは、高度にセキュアなvSphere環境にNKPを導入しています。NKPクラスタはエアギャップ構成で、FIPS準拠である必要がありま

す。NKPクラスタノードに使用するOSプラットフォームはRHELです。

OS イメージを適切に準備し、それを FIPS 準拠の NKP クラスター ノードとして展開するには、エンジニアは何をする必要がありますか?
A. OS 自体が fips モードになっていることを確認します。

NKP イメージ ビルド操作を実行するときは、必ずオフライン fips オーバーライドを含めてください。

NKP クラスターのデプロイ操作を実行するときは、必ず kubernetes および etcd の FIPS バージョン参照を含めてください。

B. OS 自体が fips モードになっていることを確認します。

NKP イメージ ビルド操作を実行するときは、オフライン fips と fips オーバーライドを必ず含めてください。

NKP クラスターのデプロイ操作を実行するときは、必ず kubernetes および etcd の FIPS バージョン参照を含めてください。

C. OS 自体が fips モードになっていることを確認します。

NKP イメージ ビルド操作を実行するときは、オフライン fips と fips オーバーライドを必ず含めてください。

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192113/


NKP クラスターのデプロイ操作を実行するときは、kubernetes、kubectl、etcd の FIPS バージョン参照を必ず含めてください。

D. OS 自体が fips モードになっていることを確認します。

NKP クラスターのデプロイ操作を実行するときは、kubernetes、kubectl、etcd の FIPS バージョン参照を必ず含めてください。

正解: (正解を表示します)
エアギャップ環境で FIPS 準拠の NKP 展開を作成するには、次の手順を実行する必要があります。

* OS (RHEL) 自体が FIPS モードであることを確認します。

* イメージをビルドするときに、オフライン fips と fips オーバーライドの両方を含めて、イメージとコンポーネントが準拠してビルドされるようにします。

* クラスターをデプロイするときに、Kubernetes と etcd コンポーネントの両方に FIPS 固有の参照を含めます。

正確な抜粋:
FIPS 展開の場合、OS が FIPS モードであることを確認し、イメージ作成時にオフライン FIPS と FIPS オーバーライドの両方を含めることで、準拠したイメージ

と展開が確実に行われるようにします。参考:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) 6.10 - 「FIPS 環境での NKP の導入」NCP-CN 6.10 学習ガイド - 「FIPS コンプライアンスのベストプラクティ

ス」

質問: 28
プラットフォームエンジニアは、プライマリサイトで災害が発生した場合でも永続的なデータを確実に利用できるように、本番環境のバックアップとリストアを

行う任務を負っています。本番環境のバックアップとリストアのユースケースにはどのようなものが推奨されますか？

A.保護ドメイン

B.ルーク・セフ

C.外部ストレージクラス

D. S3互換API
正解: (正解を表示します)
NKPAコースでは、NKPのバックアップおよび復元ツールであるVeleroと統合されているため、本番環境のNKP環境でのバックアップおよび復元操作にはS3互換

APIの使用を推奨しています。Veleroは、バックアップストレージの場所としてS3互換ストレージ（AWS S3、Nutanix Objects、MinIOなど）をサポートしており、ボ

リュームやクラスターリソースなどの永続データを災害復旧シナリオ中にバックアップおよび復元できます。このアプローチにより、クラウドネイティブのバッ

クアップワークフローとの互換性が確保され、本番環境のユースケースにおいて拡張性と信頼性が向上します。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイドには、「NKP での本番環境のバックアップと復元には、S3 互換 API を備えた Velero を使用してバックアップを保

存し、災害復旧時の永続的なデータ可用性を確保します」と記載されています。Nutanix 環境では、この目的で S3 互換 API を提供する Nutanix Objects がよく使用

されますが、任意の S3 互換ストレージ（例：オフサイト S3 バケット）を構成できます。

誤ったオプション:
* A. 保護ドメイン: 保護ドメインは、Kubernetes のバックアップ/リストア用ではなく、VM レベルのレプリケーション用の Nutanix AOS 機能です。

* B. Rook Ceph: Rook Ceph は NKP クラスターに永続ストレージを提供しますが、バックアップ ソリューションではありません。S3 ストレージを備えた Velero
を使用してバックアップできます。

* C. 外部ストレージ クラス: ストレージ クラスは、ボリュームのバックアップや復元方法ではなく、ボリュームのプロビジョニング方法を定義します。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、バックアップと復元のセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、2 日目の操作に関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com Velero ドキュメント: https://velero.io
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質問: 29

プラットフォーム エンジニアが新しい NKP クラスターを作成しようとしていますが、図に示すようなエラーが発生しています。

このエラーの最も可能性の高い原因は何でしょうか?
A. docker互換ランタイムが実行されていません

B. Ansibleプレイブックでのフォーマット

C. NKPバイナリへのアクセス許可

D. inHelm チャートリポジトリが参照されました

正解: (正解を表示します)
エラーメッセージ:
パイソン

コピー

クラスターの一覧表示に失敗しました: コマンド "docker ps -a --filter label=io.x-k8s.kind.cluster --format '{{.Label "io.x-k8s.
kind.cluster"}}'" がエラーで失敗しました: 終了ステータス 1
指定されたフィルターを使用してDockerコンテナの一覧を表示しようとした際にコマンドが失敗したことを示します。kindツール（ブートストラップクラスタの

作成に使用）は、コンテナランタイムとしてDockerに依存しています。

根本的な原因：

Docker が実行されていない場合、または互換性のあるコンテナ ランタイム (containerd など) が利用できない場合、kind ツールは必要なコンテナを一覧表示した

り、コンテナと対話したりすることができず、このエラーが発生します。

キーリファレンス:
ブートストラップクラスタを作成する際、kindツールはDockerがインストールされ、実行されている必要があります。Dockerが実行されていない場合、コンテナの

一覧表示や操作時にエラーが発生します。参考：

Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) 6.10 - 「ブートストラップ クラスタ作成の要件」NCP-CN 6.10 学習ガイド - 「ブートストラップ クラスタ作成

の依存関係」

質問: 30
あるテクノロジー企業は、アプリケーションのスケーラビリティと管理性を向上させるため、インフラストラクチャをNKPに移行することを決定しました。初期導

入は成功しましたが、運用チームは新たな課題に直面しています。これは、すべてのアプリケーションが正しく動作し、本番環境での問題を回避するため

に、HelmReleasesを検証する必要があるためです。HelmReleasesの正しいステータスを確認するには、どのコマンドを実行すればよいでしょうか？

A. kubectl edit helmreleases -n ${PROJECT_NAMESPACE}
B. kubectl で名前空間を取得する

C. kubectl get helmreleases -n ${PROJECT_NAMESPACE}
D. kubectl apply -f fluent-bit-overrides.yaml
正解: C (コメントを発表する)

質問: 31

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192116/
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プラットフォームエンジニアが、インターネット接続を備えた新しいNKPクラスタをデプロイしています。現在、クラウド管理者とセキュリティ管理者が、NKP
Kubernetesクラスタとコンテナレジストリ間の通信のセキュリティについて協議しています。エンジニアはオンプレミスのプライベートレジストリを構築するこ

とを提案しています。

エンジニアが NKP クラスターと Github (SaaS) 間の安全な接続を構成する代わりにプライベート レジストリを作成する必要がある最も重要な理由は何ですか?
A.プライベート レジストリ ライセンスは NKP に含まれています。

B. NKP には特定のレジストリ バージョンが必要です。

C.プライベート レジストリはセキュリティとプライバシーを提供します。

D. NKP はパブリック クラウドに接続できません。

正解: (正解を表示します)

有効的なNCP-CN問題集はJPNTest.com提供され、NCP-CN試験に合格することに役に立ちます！JPNTest.comは今最新NCP-CN試験問題集を提供しま

す。JPNTest.com NCP-CN試験問題集はもう更新されました。ここでNCP-CN問題集のテストエンジンを手に入れます。最新版のアクセ

ス、https://www.jpntest.com/shiken/NCP-CN-mondaishu 「111問、３０％ディスカウント、特別な割引コード: JPNshiken」

質問: 32
プラットフォームエンジニアがオンプレミスのNutanixクラスターとAmazon EKSにNKPをデプロイする予定です。このアーキテクチャにおけるブートストラップ

クラスターの機能は何ですか？

A.プロビジョニングに必要なリソースを最小限に抑えることでコストを節約します。

B.インフラストラクチャに依存しないプロビジョニングに Cluster API を使用します。

C. Kubernetes のネットワーク要件を簡素化します。

D.単一のエントリ ポイントからのセキュリティを強化します。

正解: (正解を表示します)

質問: 33
クラウド エンジニアは、既存の AKS クラスターを新しくデプロイされた NKP 管理クラスターに接続したいと考えています。

エンジニアは、これらのタイプのクラスターを NKP に接続する際に特にどのような点を考慮する必要がありますか?
A. kubeconfig ファイルは NKP Kommander ではそのままでは使用できないため、これらに対して別のサービス アカウントを作成する必要があります。

B. AKS には kubelet がインストールされていません。そのため、AKS クラスターの各ノードをアタッチする前に、KIB 準備プロセスを実行する必要があります。

C. AKSノードはコンテナランタイムとしてcontainerdを使用しません。そのため、AKSクラスター内の各ノードにアタッチする前に、containerdをデプロイする必

要があります。

D. NKP に含まれる Cert-manager は、AKS クラスターに既定でデプロイされます。

正解: (正解を表示します)
NKPA 6.10 のドキュメントでは、Kommander を使用して AKS (Azure Kubernetes Service) などの外部クラスターを NKP 管理クラスターに接続する場合、AKS
が提供するデフォルトの kubeconfig は通常、直接使用できないと規定されています。これは、NKP がクラスターを適切に管理するために必要なサービスアカウン

トの詳細と権限が不足しているためです。したがって、推奨される必須のアプローチは、AKS で必要な権限を持つ別のサービスアカウントを作成し、このサービス

アカウント用の kubeconfig ファイルを生成することです。

キー参照:

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192118/
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AKSなどの外部クラスターをインポートする場合、デフォルトのkubeconfigにはNKP Kommanderの適切な権限が含まれていない可能性があります。クラスター管

理者権限を持つサービスアカウント用のカスタムkubeconfigを作成し、それを使用してクラスターをNKPに接続する必要があります。参考：

Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) 6.10 - 「外部クラスターの接続」NCP-CN 6.10 学習ガイド - 「外部クラスターの管理」

質問: 34
あるテクノロジー企業は、アプリケーションのスケーラビリティと管理性を向上させるため、インフラストラクチャをNKPに移行することを決定しました。初期導

入は成功しましたが、運用チームは新たな課題に直面しています。これは、すべてのアプリケーションが正しく動作し、本番環境での問題を回避するため

に、HelmReleasesを検証する必要があるためです。HelmReleasesの正しいステータスを確認するには、どのコマンドを実行すればよいでしょうか？

A. kubectl で名前空間を取得する

B. kubectl get helmreleases -n ${PROJECT_NAMESPACE}
C. kubectl edit helmreleases -n ${PROJECT_NAMESPACE}
D. kubectl apply -f fluent-bit-overrides.yaml
正解: B (コメントを発表する)
NKPはアプリケーションのデプロイメントにHelmとFluxを使用します。アプリケーションはHelmReleasesとして管理されます。HelmReleasesは、Helm Chartの
デプロイメントを定義するカスタムリソースです。NKPAコースでは、管理者がHelmReleasesのステータスを確認するために、kubectlコマンドを使用してこれら

のリソースを照会できることを説明しています。正しいコマンドはkubectl get helmreleases -n ${PROJECT_NAMESPACE}です。このコマンドは、指定されたプ

ロジェクト名前空間内のすべてのHelmReleasesを一覧表示し、ステータス（Ready、Failedなど）と、Chartのバージョンや調整ステータスなどの詳細情報を表示し

ます。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイドには、「NKP で HelmReleases のステータスを確認するには、kubectl get helmreleases -n <namespace> を使用し

て、Flux によって管理されているアプリケーション デプロイメントの現在の状態を表示します」と記載されています。このコマンドは、運用チームがアプリケー

ションが正しく実行されていることを確認し、本番環境における問題を特定するのに役立ちます。

誤ったオプション:
* A. kubectl get namespaces: これは、HelmReleases やそのステータスではなく、名前空間を一覧表示します。

* C. kubectl edit helmreleases -n ${PROJECT_NAMESPACE}: これは HelmRelease リソースを編集しますが、そのステータスは表示しません。

* D. kubectl apply -f fluent-bit-overrides.yaml: これは、HelmRelease ステータスとは関係なく、Fluent Bit の構成を適用します。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、アプリケーション管理のセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、2 日目の操作に関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com Flux ドキュメント: https://fluxcd.io/docs/components/helm

質問: 35
プラットフォームエンジニアはNKP v2.12.x環境を管理しており、NKP Image Builder（NIB）を使用してカスタムイメージを作成しています。このタスクでエンジニ

アが使用できるディストリビューションは2つありますか？（2つ選択してください。）

A.ロッキーリナックス

B.フェドラ

C.無料

セントOS
正解: (正解を表示します)

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192121/
https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192122/


質問: 36
開発チームは、効率的なログ記録システムを実装し、AWS S3 をストレージとして使用して、大量のログをスケーラブルに管理することを決定しました。

チームは次の手順に従いました。

WORKSPACE_NAMESPACE 変数を、前の手順でコピーした名前空間に設定します。

ストレージ構成を更新するために ConfigMap をオーバーライドする構成を作成しました。

grafana-loki AppDeployment を更新して、構成のオーバーライドを適用しました。ただし、実装は失敗しました。AWS でログ ストレージを管理できるようにする

には、チームは何をする必要がありますか?
A. AWS にテナントを作成します。

B. NKP 専用の新しい IAM ロールを設定します。

C.静的な AWS S3 認証情報を含むシークレットを作成します。

D. AWS ストレージに対応する IP アドレスを設定します。

正解: (正解を表示します)

質問: 37
プラットフォームエンジニアがNIBまたはKIBプロセスを通じてNKP用のマシンイメージを準備しています。その目的は何ですか？

A. NKP専用に画像にタグを付ける

B.クライアントが提供する強化スクリプトを使用して OS イメージを強化する

C. NKP クラスタノードとして使用するための CAPI 準拠イメージの作成

D. NKPノードへのアクセスを確保するためにNKP管理者用のカスタムユーザーアカウントを作成する

正解: (正解を表示します)

質問: 38
プラットフォームエンジニアは、NKP環境を管理するための安全で隔離された環境を構築する任務を負っています。この環境はインターネットにアクセスできま

せんが、将来的には追加のNKPクラスタを作成する必要があります。セキュリティチームは、この目的を達成するために要塞ホストの使用を推奨しています。

このシナリオにおける要塞ホストの主な目的は何ですか?
A.クラスターに関連する機密データを保存および管理します。

B. NKP クラスターを作成および操作するための安全なポイントを提供します。

C. NKP クラスターのロードバランサとして機能します。

D.クラスターのファイアウォールとして機能し、すべての着信トラフィックをブロックします。

正解: B (コメントを発表する)
インターネットアクセスのないエアギャップ型のNKP環境において、要塞ホストは安全な管理に不可欠なコンポーネントです。NKPAコースでは、要塞ホストの主

な目的は、NKPクラスタの作成と運用のための安全な拠点を提供することであると定義しています。要塞ホストはジャンプサーバーとして機能し、管理者は隔離さ

れた環境に安全にアクセスし、クラスタのデプロイメントを管理し、クラスタの作成、スケーリング、アップグレードなどの操作を、環境を外部の脅威にさらすこ

となく実行できます。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイドには、「ダークサイト NKP 展開において、要塞ホストは管理者が NKP クラスタを作成、管理、運用するための安全

なエントリポイントとして機能し、外部ネットワークからの分離を保証します」と記載されています。要塞ホストは、SSH キーと NKP CLI などのツールを使用し

て構成され、クラスタ インフラストラクチャとの安全なやり取りを可能にします。

誤ったオプション:
* A. 機密データを保存および管理するため: 要塞ホストはストレージ システムではありません。その役割はアクセスと管理であり、データの保存ではありません。

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192123/
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* C. ロードバランサーとして機能する: 要塞ホストはロードバランシングを実行しません。その役割は、MetalLB やクラウドネイティブ ロードバランサーなどの

Kubernetes コンポーネントによって処理されます。

* D. ファイアウォールとして機能する：要塞ホストはセキュリティを強化しますが、ファイアウォールではありません。ファイアウォールはネットワークアーキテ

クチャ内の独立したコンポーネントです。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、ダーク サイト デプロイメントのセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、NKP 展開の前提条件に関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com

質問: 39
ある企業はここ数年、クラウドネイティブ・プラットフォームのモダナイゼーションを進めており、本番環境のNKPクラスター上で小規模な消費者サポート・ユー

ティリティをいくつか実行してきました。開発クラスター上でシミュレートされたワークロードを用いた徹底的なテストとQAサイクルを経て、オンライン小売ア

プリケーションを本番環境に組み込む準備が整いました。パフォーマンスの観点からNKPクラスターを適切に拡張するための十分なシステムリソースは確保して

いますが、追加ワークロードによるNKPクラスター全体のシステムリソース使用率の傾向を数か月にわたって把握するために、十分なデータ量を確保するために、

監視スタックのリソース設定を適切に拡張することも検討しています。NKPプラットフォーム・アプリケーション・コンポーネントの調整において、同社が最も注

意すべき点はどれでしょうか？また、プラットフォーム・エンジニアはそれをどのように調整すべきでしょうか？

A.コンテナのリソース制限、メモリ設定、およびストレージを増やして、Prometheus のリソース設定を調整します。

B. Fluent Bit デプロイメントのレプリカの数を調整し、NKP クラスターで使用できるストレージの量を増やします。

C. Prometheus デプロイメントのレプリカの数を調整し、NKP クラスターで使用できるストレージの量を増やします。

D.コンテナー リソースの制限、メモリ設定、およびストレージを増やして、Fluent Bit のリソース設定を調整します。

正解: A (コメントを発表する)

質問: 40
以前、EKS クラスターを NKP (Fleet Management) で管理するためにアタッチしました。現在、プラットフォームエンジニアはライセンス上の理由から、EKS クラ

スターを NKP から切断するよう指示されています。クラスターを切断した後、開発者は、EKS クラスターが NKP から正常にデタッチされたにもかかわらず、ア

プリケーションの変更が EKS クラスターにまだ反映されていることに気付きました。エンジニアはこの問題をどのように解決すべきでしょうか？

A. EKS クラスターを強制的にデタッチします: nkp detach cluster -c detached-cluster-name --force
B.分離されたクラスタもNKPから削除する必要があります: nkp delete cluster -c detached-cluster-name
C.開発者のデプロイメント設定ファイルに不適切な設定が含まれている可能性があります。修正を依頼するか、AWSテクニカルサポートにお問い合わせくださ

い。

D.切り離されたクラスターの Flux インストールは、管理 Git リポジトリから手動で切断する必要があります: kubectl -n kommmander-flux patch gitrepo
management -p '{"spec":{"suspend":true}}' -- type merge
正解: (正解を表示します)
Amazon EKS クラスターをフリート管理のために NKP に接続すると、NKP は GitOps の原則に基づき、Flux（GitOps オペレーター）を活用して、管理 Git リポジト

リから接続されたクラスターにアプリケーションのデプロイメントと設定を同期します。NKPA コースでは、クラスターを NKP からデタッチすると NKP 管理プ

レーンから削除されますが、クラスター上の Flux インストールは Git リポジトリとの調整を継続する可能性があるため、デタッチ後もアプリケーションの変更が

保持される可能性があることを説明しています。

これを解決するには、エンジニアはGitリポジトリの調整を一時停止することで、Fluxのインストールを手動で切断する必要があります。NKPAコースに記載されて

いる正しいコマンドは、kubectl -n kommmander-flux patch gitrepo management -p '{"spec":{"suspend":true}}' --type mergeです。このコマンドは、Fluxと管理Gitリ

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192126/
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ポジトリの同期を一時停止し、アプリケーションの更新を停止します。Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10スタディガイドには、「NKPから外部クラスタをデタッ

チした後も、kommmander-flux名前空間でkubectl patchを使用してGitRepoリソースを一時停止しない限り、Flux GitOpsオペレーターは変更を適用し続ける可能

性があります。」と記載されています。誤ったオプション：

* A. EKS クラスターを強制的にデタッチする: --force フラグは nkp detach cluster コマンドの標準オプションではないため、強制デタッチでは Flux 調整の問題は

解決されません。

* B. デタッチされたクラスターはNKPからも削除する必要があります: クラスターはすでにデタッチされているため、GitOpsの更新を停止するために削除する必

要はありません。問題はNKPの状態ではなく、Fluxにあります。

* C. 開発者の構成に問題があるはずです。問題は開発者の構成ではなく、NKPA コースで説明されているように、Flux の継続的な同期にあります。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、フリート管理と GitOps のセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、クラスターのデタッチに関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com Flux ドキュメント: https://fluxcd.io

質問: 41
NKP の展開中に、プラットフォーム エンジニアはブートストラップに問題があることを示すエラーを受け取りました。

サポートとのトラブルシューティング中に、エンジニアがKUBECONFIGファイルが見つからないことに気付きました。エンジニアはどのようにしてブートスト

ラップクラスターを再作成し、bootstrap-cluster.confというコンテキストファイルを作成すればよいでしょうか？

A. nutanix ブートストラップを作成 --kubeconfig bootstrap-cluster.conf
B. kubectl ブートストラップを作成 --kubeconfig bootstrap-cluster.conf
C. nkp ブートストラップを作成 --kubeconfig bootstrap-cluster.conf
D. d2iq はブートストラップを作成します --kubeconfig bootstrap-cluster.conf
正解: (正解を表示します)
NKPAコースでは、NKPクラスターのデプロイプロセスを詳細に解説します。このプロセスは、Cluster API (CAPI)コンポーネントを初期化するためのブートスト

ラップクラスターの作成から始まります。ブートストラップクラスターは、対象のNKPクラスターのプロビジョニングを管理するために使用される一時的な

Kubernetesクラスターです。エラーが発生し、KUBECONFIGファイルが見つからない場合、エンジニアはブートストラップクラスターを再作成し、新しい

KUBECONFIGファイルを生成する必要があります。

NKPAコースで指定されている正しいコマンドは、nkp create bootstrap --kubeconfig bootstrap-cluster.confです。nkp CLIは、NKPデプロイメントを管理するための

Nutanix固有のツールであり、create bootstrapサブコマンドは、指定された名前（bootstrap-cluster.conf）のKUBECONFIGファイルを生成すると同時に、ブートスト

ラップクラスターを初期化します。Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10スタディガイドには、「nkp create bootstrapコマンドは、CAPIベースのNKPデプロイメン

ト用の一時的なブートストラップクラスターを作成するために使用されます。--kubeconfigフラグは、出力先のKUBECONFIGファイルを指定します。」と記載され

ています。誤ったオプション：

* A. nutanix create bootstrap --kubeconfig bootstrap-cluster.conf: NKPブートストラップを作成するためのnutanix CLIコマンドはありません。適切なツールはnkp
です。

* B. kubectl create bootstrap --kubeconfig bootstrap-cluster.conf: kubectl は Kubernetes クラスターとのやり取りに使用され、ブートストラップクラスターの作成

には使用されません。NKPA コースではこのコマンドはサポートされていません。

* D. d2iq create bootstrap --kubeconfig bootstrap-cluster.conf: D2iQ は独立した Kubernetes プラットフォームであり、その CLI は NKP デプロイメントには使用

されません。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、NKP クラスターの構築に関するセクション。

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192128/


Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、ブートストラップ クラスターの作成に関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com

質問: 42
最近、一部の開発プラットフォームの信頼性がメモリ不足エラーの影響を受けて低下し、ポッドがクラッシュして保留状態のままになるという問題が発生してい

ます。クラウドエンジニアは、様々なプラットフォーム環境から一元管理されたメトリクスを収集・レビューし、環境間の差異を特定して、これらのパフォーマン

ス問題の原因をより深く理解するという任務を負っています。この課題に対処するために、エンジニアはどのような対応をすべきでしょうか？

A. Fluentd と Fluent Bit を活用して、NKP で接続および管理されているクラスターの集中メトリクスを収集・表示します。次に、Thanos Query を設定し、設定され

たメトリクスしきい値に基づいて監視およびアラートを送信します。

B. Fluentd と Fluent Bit を活用して、NKP が接続・管理するクラスターのメトリクスを収集・表示します。収集・表示したメトリクスを Grafana で可視化します。

C. Prometheus を利用して、NKP が接続および管理するクラスター上の集中メトリックを収集および表示します。

次に、Thanos Query を構成して、その中で構成されているメトリックしきい値に基づいてアラートを監視し、送信します。

D. Thanos を利用して、NKP が接続・管理するクラスターのメトリクスを収集・表示します。収集・表示したメトリクスを Grafana で可視化します。

正解: (正解を表示します)
NKPAコースでは、接続されたクラスターと管理対象クラスター全体のメトリクスを収集・分析するためのNKPの監視スタックについて詳しく説明します。これ

は、メモリ不足エラーなどの問題のトラブルシューティングに不可欠です。エンジニアは、パフォーマンスの問題を特定するために、一元化されたメトリクスを収

集し、アラートを設定する必要があります。適切なアプローチは、メトリクス収集にPrometheusを使用し、アラート生成にThanos Queryを使用することです（オプ

ションC）。
* Prometheusを活用し、NKP接続および管理対象クラスタの集中メトリクスを収集・表示：PrometheusはNKPのデフォルトのメトリクス収集ツールであり、プラッ

トフォームアプリケーションとして導入されています。ワークスペース内のすべてのクラスタのノード、ポッド、サービスからメトリクス（CPU、メモリ使用量な

ど）を収集し、分析のために一元化します。Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10スタディガイドには、「NKPではPrometheusが使用され、接続および管理対象クラ

スタから集中メトリクスを収集・表示することで、詳細なパフォーマンス分析が可能になります」と記載されています。これは、メモリ不足エラーの原因となってい

るメモリ使用量の違いを特定するのに最適です。

* Thanos Query を設定し、設定されたメトリックしきい値に基づいて監視およびアラートを送信する：NKP の監視スタックの一部である Thanos Query は、クラ

スター全体の Prometheus メトリックを集約し、統合されたクエリインターフェースを提供します。また、Alertmanager と統合し、設定されたしきい値（例：メモリ

使用量 > 90%）に基づいてアラートを送信します。NKPA コースの注記：「Thanos Query を使用して NKP クラスター全体のメトリックを監視し、Alertmanager で

アラートを設定して、メモリ不足エラーなどのパフォーマンス問題をエンジニアに通知します。」この設定により、エンジニアは問題に積極的に対処できるように

なります。

誤ったオプション:
* A & B. FluentdとFluent Bitを活用する：FluentdとFluent BitはNKPのロギングツールであり、メトリクスではなくログの収集に使用されます。メトリクスの収集に

はPrometheusが必要です。

* D. Thanos を活用して一元的なメトリクスを収集・提示する: Thanos はメトリクスを直接収集するのではなく、長期ストレージとクエリ集約機能を提供すること

で Prometheus を拡張します。Prometheus が主要な収集ツールとなります。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、監視とメトリックのセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、2 日目の操作に関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com Prometheus ドキュメント: https://prometheus.io Thanos ドキュメン

ト: https://thanos.io

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192129/


質問: 43
ある組織のプラットフォームエンジニアが南極で研究を行っています。エンジニアは、インフラが隔離された状態でNKPを展開するための要塞ホストを準備して

います。インフラを出荷する前に、要塞ホストにどのプログラムがインストールされていることを確認する必要がありますか？

A. awscli と nkp
B. oc と kubectl
C. oc と az
D. kubectl と nkp
正解: (正解を表示します)
このシナリオは、南極大陸の隔離された環境を想定しており、エアギャップ型のNKP展開を想定しています。この環境では、Bastionホストがインターネットアクセ

スのないNKPクラスターの展開と管理のための主要な管理ポイントとして機能します。NKPAコースでは、このような環境でNKPの展開と管理を容易にするため

に、Bastionホストにインストールする必要がある必須ツールの概要を説明します。

必要なプログラムは kubectl と nkp です。

* kubectl: これは、Kubernetes クラスターと対話するために使用される Kubernetes コマンドライン ツールであり、クラスター リソースの管理、デバッグ、および

デプロイメント中およびデプロイメント後の構成の適用に不可欠です。

* nkp: NKP CLI (nkp) は、NKP クラスターのデプロイ、管理、スケーリングを行うための主要ツールです。これには、ブートストラップクラスターの作成、クラス

ターのデプロイ、プラットフォームアプリケーションの管理などが含まれます。エアギャップ環境では、nkp CLI はエアギャップバンドルを使用したデプロイコマ

ンドの実行に不可欠です。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイドには、「エアギャップ NKP の展開では、展開プロセスを管理し、結果として得られる Kubernetes クラスターと対

話するために、要塞ホストに kubectl と nkp CLI がインストールされていることを確認してください」と記載されています。これらのツールは、エンジニアが分離

された環境で NKP を展開および運用するのに十分です。

誤ったオプション:
* A. awscli と nkp: awscli は AWS 環境に特有のものですが、質問では AWS インフラストラクチャについて具体的に説明されていません。また、隔離された環境で

は、インターネットにアクセスできないため、awscli はあまり意味がありません。

* B. oc と kubectl: oc は OpenShift CLI であり、NKP のデプロイメントには使用されません。NKP では代わりに nkp CLI が使用されます。

* C. oc と az: az は Azure CLI であり、oc は OpenShift 用です。どちらも NKP のデプロイメントには関係ありません。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、エアギャップ展開の準備に関するセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、NKP 展開の前提条件に関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com

質問: 44
プラットフォーム エンジニアは NKP を導入し、その OOB データ ストレージ機能を利用したいと考えています。

NKP 環境内でバックアップをサポートするには、エンジニアは何を有効にする必要がありますか?
A.ボリューム iSCSI
B.オブジェクト S3
C.ミニIO
D.ルーク・セフ

正解: (正解を表示します)

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192130/
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質問: 45
CPU とメモリの制限が不十分で、需要が集中しているときにログの収集と処理に遅延が発生したため、開発チームはログ システムをより堅牢に最適化する必要が

ありました。

徹底的なパフォーマンス分析を行った結果、CPU 制限を 1 から 4 に、メモリを 1000Mi から 4Gi に増やすことを決定しました。

開発チームは、fluentd のカスタム リソース要求と制限値を使用してどの ConfigMap を実行する必要がありますか?
A. bashコピー

[nutanix@nkp-boot ~]$ cat <<EOF > configmap.yamlapiバージョン: v1種類: ConfigMapメタデータ:名前: ロギングオペレーターログオーバーライド名前空間:
kommanderデータ:値.yaml: |fluentdresourceslimitscpu 4メモリ1000Mirequestscpu 1メモリ4GiEOF
B. bashコピー

[nutanix@nkp-boot ~]$ cat <<EOF > configmap.yamlapiVersion v1kind ConfigMapmetadataname logging-operator-logging-overridesnamespace
kommanderdatavalues.yaml |fluentdresourceslimitscpu 1memory 1000Mirequestscpu 4memory 4GiEOF
C. bashコピー

[nutanix@nkp-boot ~]$ cat <<EOF > configmap.yamlapiVersion: v1kind: ConfigMapmetadata:name: logging-operator-logging-overridesnamespace:
kommanderdata:values.yaml: |fluentd:resources:limits:cpu: 4memory: 4Girequests:cpu: 4memory: 4GiEOF
D. bashコピー

[nutanix@nkp-boot ~]$ cat <<EOF > configmap.yamlapiVersion v1kind ConfigMapmetadataname logging-operator-logging-overridesnamespace
kommanderdatavalues.yaml |fluentdresourceslimitscpu 4EOFvalues.yaml |fluentdresourceslimitscpu 4memory 4Girequestscpu 1memory 1000MiEOF
正解: (正解を表示します)

質問: 46
管理者は、質問に示されているコマンドを使用して、ダーク サイト (インターネット接続なし) 環境に初期の AHV ベースの NKP クラスターを展開しようとしてい

ます。

nkp クラスター nutanix を作成 \
--cluster-name=$CLUSTER_NAME \
--コントロールプレーンプリズム要素クラスタ=$PE_NAME\
--worker-prism-element-cluster=$PE_NAME \
--control-plane-subnets=$SUBNET_ASSOCIATED_WITH_PE \
--worker-subnets=$SUBNET_ASSOCIATED_WITH_PE \
--control-plane-endpoint-ip=$AVAILABLE_IP_FROM_SAME_SUBNET \
--csi-storage-container=$ストレージコンテナ名\
--endpoint=$PC_ENDPOINT_URL \
--control-plane-vm-image=$NAME_OF_OS_IMAGE_CREATED_BY_NKP_CLI \
--worker-vm-image=$NAME_OF_OS_IMAGE_CREATED_BY_NKP_CLI \
--registry-url=${REGISTRY_URL} \
--registry-mirror-username=${REGISTRY_USERNAME} \
--registry-mirror-password=${REGISTRY_PASSWORD} \
--kubernetes-service-load-balancer-ip-range $START_IP-$END_IP \
--自己管理型

デプロイメントのために追加する必要がある、不足している属性はどれですか?

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192132/


A. --registry-username
B. --エアギャップ

C. --registry-url
D. --安全でない

正解: (正解を表示します)

有効的なNCP-CN問題集はJPNTest.com提供され、NCP-CN試験に合格することに役に立ちます！JPNTest.comは今最新NCP-CN試験問題集を提供しま

す。JPNTest.com NCP-CN試験問題集はもう更新されました。ここでNCP-CN問題集のテストエンジンを手に入れます。最新版のアクセ

ス、https://www.jpntest.com/shiken/NCP-CN-mondaishu 「111問、３０％ディスカウント、特別な割引コード: JPNshiken」

質問: 47
プラットフォームエンジニアは、NKPのエアギャップインストールを行う必要があります。この環境はインターネットアクセスなしで実行でき、アップデートを含

め、完全に機能する必要があります。Dockerがインストールされており、NKPバンドルは要塞ホスト上に存在します。エンジニアがプロセスを開始するために最初

に実行する必要があるコマンドは何ですか？

A. nkp push bundle --bundle
B. docker load -i konvoy-bootstrap-image-v2.12.0.tar
C. tar -xzvf nkp-air-gapped-bundle_v2.12.0_linux_amd64.tar.gz
D. nkp クラスター Nutanix を作成

正解: (正解を表示します)
エアギャップ環境のNKPインストールでは、エンジニアはまずNKPエアギャップバンドル（インターネットアクセスなしでのデプロイメントに必要なすべてのコ

ンポーネント（コンテナイメージ、バイナリ、設定ファイルなど）を含むtarball）から始めます。NKPAコースでは、最初のステップとして、このバンドルを要塞ホス

トに展開し、その内容をインストールプロセスで利用できるようにすると指定されています。正しいコマンドは tar -xzvf nkp-air-gapped-
bundle_v2.12.0_linux_amd64.tar.gz です。このコマンドはバンドルをディレクトリに展開し、コンテナイメージ、CLIツール、およびデプロイメントに必要なその

他のリソースを表示します。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイドには、「エアギャップ NKP インストールを開始するには、まず tar -xzvf <bundle-file>.tar.gz を使用して NKP エア

ギャップ バンドルをバスティオンホストで抽出し、インストールアーティファクトにアクセスします。」と記載されています。抽出後、エンジニアはコンテナイ

メージのロード（例：docker load を使用）と NKP CLI コマンドの実行を続行し、クラスターを展開して、すべての依存関係がローカルで利用可能であることを確認

できます。

誤ったオプション:
* A. nkp push bundle --bundle: これは有効なコマンドではありません。バンドルの内容を使用するには、まずバンドルを解凍する必要があります。

* B. docker load -i konvoy-bootstrap-image-v2.12.0.tar: ブートストラップ イメージのロードは、このイメージ tarball を含むバンドルを抽出した後の後続のステッ

プです。

* D. nkp create cluster nutanix: このコマンドはクラスターを作成しますが、バンドルが抽出され、そのイメージがロードされるまで実行できません。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、エアギャップ インストールのセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、NKP 展開の前提条件に関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192133/
https://www.jpntest.com/shiken/NCP-CN-mondaishu
https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192134/


質問: 48
ある組織のプラットフォームエンジニアは、認証にカスタム認証情報を使用しながら、NKP を AWS にデプロイする必要があります。クラスターのインストール

をブートストラップする際に、エンジニアはどのフラグを使用すればよいですか？

A. --with-aws-bootstrap-credentials=true<br>
B. --aws-access-key=<aws アクセス キー=""> --aws-secret-key=<aws シークレット キー=""></aws></aws></my-profile></my-profile>
C. --aws-profile=<自分のプロファイル><br>
D. --cloud-credentials=<my-profile><br>
正解: C (コメントを発表する)

質問: 49
管理者は Kubernetes プラットフォームとして NKP を導入する任務を負っており、次の要件を満たす最初のクラスターを導入する必要があります。

* ダークサイト（インターネット接続なし）

* Nutanix提供のRocky Linux VMイメージ

* AHVベースのクラスター導入を実現するための2つの前提条件は何ですか？（2つ選択してください）

A. Konvoy イメージビルダー

B.エアギャップバンドル

C.既存のローカルコンテナレジストリ

D.セルフマネージドAWSクラスター

正解: (正解を表示します)
Nutanix Kubernetes Platform (NKP) は、インターネット接続のないダークサイト環境におけるオンプレミスの AHV ベースクラスタを含む、Nutanix インフラスト

ラクチャ上の Kubernetes クラスタの導入と管理を簡素化するように設計されています。質問で指定された要件（ダークサイト、Nutanix 提供の Rocky Linux VM イ

メージ、AHV ベースクラスタ）は、環境が自己完結型で、エアギャップ制約を満たすために Nutanix 固有のツールとリソースに依存する導入シナリオを示していま

す。

Nutanix Kubernetes Platform Administration (NKPA) コースによると、ダークサイト環境にNKPをデプロイするには、コンテナイメージ、依存関係、構成ファイルな

ど、必要なすべてのコンポーネントがインターネットアクセスなしで利用可能であることを保証するための特定の前提条件が必要です。このコースでは、このよう

なデプロイに不可欠なコンポーネントとして、エアギャップバンドルと既存のローカルコンテナレジストリの使用に重点を置いています。

* エアギャップバンドル（オプション B）：

* NKPAコースでは、ダークサイトへの導入向けにNutanixが提供するAir-Gapped Bundleについて説明しています。これは、インターネット接続なしでNKPクラス

タを導入および管理するために必要なすべてのソフトウェアコンポーネント、コンテナイメージ、および依存関係を含む包括的なパッケージです。このバンドルに

は、Kubernetesバイナリ、NKPプラットフォームアプリケーション（Rook Ceph、監視ツールなど）、およびその他の必要なアーティファクトが含まれています。

* Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイドには、「エアギャップ環境では、NKP クラスターを展開するために、コンテナイメージやインストールファイル

など、すべての依存関係を提供する Nutanix Air-Gapped Bundle が必要です」と明記されています。このバンドルは通常、インターネットに接続された環境の

Nutanix サポートポータルからダウンロードされ、展開のためにダークサイトに転送されます。

* このバンドルにより、Kubernetesノードのベースオペレーティングシステムとして機能するNutanix提供のRocky Linux VMイメージに必要なすべてのソフトウェ

アコンポーネントをプロビジョニングできるようになります。NKPAコースではさらに、エアギャップバンドルはAHVベースのクラスター向けにカスタマイズさ

れており、Nutanixハイパーバイザーとの互換性が確保されていると説明されています。

* 既存のローカル コンテナ レジストリ (オプション C):

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192135/
https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192136/


* ダークサイト環境では、NKPクラスターに必要なコンテナイメージを保存および配布するために、ローカルコンテナレジストリが必須です。NKPAコースで

は、NKPがKubernetesコンポーネント、プラットフォームアプリケーション、およびユーザーワークロードのためにコンテナイメージに依存していることを強調

しています。エアギャップ環境では、これらのイメージをDocker HubやQuayなどのパブリックレジストリからプルすることはできません。

これ。

* このコースでは、管理者にローカルコンテナレジストリ（Harbor、Nexus、またはNutanix管理のレジストリなど）を設定し、Air-Gapped Bundleに含まれるコンテナ

イメージをそこに配置する方法を指導します。Nutanix Cloud Bibleでは、この点について次のように強調しています。「エアギャップ環境では、Nutanix Air-Gapped

Bundleの一部として提供される必要なすべてのイメージをホストするために、ローカルコンテナレジストリを事前に構成する必要があります。」

* ローカルコンテナレジストリは、Nutanixが提供するRocky Linux VMイメージ上で実行されるKubernetesノードが、クラスタのブートストラップと運用中に必要

なイメージにアクセスできるようにします。NKPAコースでは、レジストリの設定とNKPデプロイメントプロセスへの統合に関するガイダンスを提供します。

誤ったオプション:
* Konvoy イメージビルダー (オプション A):
* Konvoy Image Builderは、D2iQのKonvoyプラットフォームに関連するツールで、Kubernetesデプロイメント用のカスタムマシンイメージを作成するために使用

されます。Kubernetesノード用のイメージ構築に使用できますが、Nutanix固有のツールではなく、NKPデプロイメントの前提条件でもありません。NKPAコースお

よびNCP-CN 6.10スタディガイドではKonvoy Image Builderについて言及されていません。これは、NKPがNutanixが提供するRocky Linux VMイメージ（AHVベー

スのクラスタ用に事前構成済み）を使用するためです。このオプションはNutanixエコシステムとは無関係です。

* セルフマネージド AWS クラスター (オプション D):
* セルフマネージドAWSクラスターは、ダークサイトにおけるAHVベースのクラスター上にNKPを展開する要件とは無関係です。設問では、クラウドベースの

AWS環境ではなく、オンプレミスで稼働するNutanixのAcropolis HypervisorであるAHVベースのクラスターが指定されています。NKPAコースは、NKP展開におけ

るNutanixインフラストラクチャ（AHV、Prism Central）に重点を置いており、このシナリオではAWSはサポート対象プラットフォームとして含まれていません。こ

の選択肢は展開環境と矛盾するため、誤りです。

デプロイメントコンテキスト:
* Nutanixが提供するRocky Linux VMイメージは、AHV上のNKPデプロイメント向けに最適化された、事前構成済みのオペレーティングシステムイメージで

す。NKPAコースでは、このイメージには、Nutanixインフラストラクチャ上でKubernetesノードを効率的に実行するために必要なカーネル設定、ドライバー、およ

び構成が含まれていると説明されています。

* AHVベースのクラスタ要件は、Prism Centralを通じて管理されるNutanixハイパーバイザーを活用し、Kubernetesノードのプロビジョニングと管理を行うことを

意味します。エアギャップバンドルとローカルコンテナレジストリにより、すべてのソフトウェアコンポーネントがダークサイトでも利用可能になり、NKPAコー

スのエアギャップデプロイメントのガイドラインに準拠しています。

参考文献:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、NKP 展開のための環境の準備に関するセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、エアギャップ展開に関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com Nutanix サポートポータル、Air-Gapped Bundle ドキュメント:
https://portal.nutanix.com Nutanix Kubernetes プラットフォーム導入ガイド: https://www.nutanix.com

質問: 50
プラットフォームエンジニアは、NKPのエアギャップインストールを行う必要があります。この環境はインターネットアクセスなしで実行でき、アップデートを含

め、完全に機能する必要があります。Dockerがインストールされており、NKPバンドルは要塞ホスト上に存在します。エンジニアがプロセスを開始するために最初

に実行する必要があるコマンドは何ですか？

A. nkp push bundle --bundle
B. nkp クラスター Nutanix を作成



C. docker load -i konvoy-bootstrap-image-v2.12.0.tar
D. tar -xzvf nkp-air-gapped-bundle_v2.12.0_linux_amd64.tar.gz
正解: (正解を表示します)

質問: 51

現在、NutanixクラスタはNKPクラスタとproductionという名前の本番環境Kubernetesクラスタをホストしています。インフラ管理者は最近、新しいAIプロジェク

トのためにNVidia GPUを搭載したノードを3つ追加しました。そして今、プラットフォームエンジニアは本番環境KubernetesクラスタにGPUを搭載したワーカー

を3つ追加するよう依頼されています。このタスクを達成するために、エンジニアはまずどのような手順を踏むべきでしょうか？

A.次のコマンドで GPU 対応の OS イメージを作成します:textCollapseWrapCopynkp create image nutanix --gpu \--gpu-name=${GPU_NAME} \--cluster=
${NUTANIX_CLUSTER_NAME} \--endpoint=${NUTANIX_PC_ENDPOINT} \--subnet=${NUTANIX_SUBNET} ubuntu-22.04
B. GPU を備えたワーカーのノードプールを作成します:textCollapseWrapCopynkp create nodepool nutanix -c $CLUSTER_NAME \--vm-image
$NAME_OF_GPU_OS_IMAGE_CREATED_BY_NKP_CLI \-o yaml --subnets $NUTANIX_SUBNET_NAME \--prism-element-cluster
$NUTANIX_PRISM_ELEMENT_CLUSTER_NAME \$NODEPOOL_NAME
C.マルチインスタンス GPU (MIG) を構成する:textCollapseWrapCopykubectl label nodes ${NODE} nvidia.com/mig.config=all-1g.6gb -overwrite
D. GPU オペレーターを新しいワーカーに追加します:textCollapseWrapCopycat <<EOF | kubectl apply -f -kind: Installationapps:nvidia-gpu-operator:enabled:
truevalues: |toolkit:nodepool: md-0EOF
正解: (正解を表示します)

質問: 52
FIPS 準拠ビルド機能にはどの NKP 層が必要ですか?
A.上級

B.エンタープライズ

C.スターター

D.プロ

正解: (正解を表示します)
NKPA 6.10のドキュメントによると、FIPS準拠ビルド機能はエンタープライズレベルのライセンスでのみ利用可能です。これにより、NISTセキュリティ標準への

準拠が保証され、Kubernetesクラスタースタック全体に強化された暗号化機能が提供されます。

ドキュメントからの正確な抜粋:

「FIPS準拠のビルド機能はNKP Enterprise層に含まれており、厳格なセキュリティコンプライアンスが求められる環境への導入を可能にします。」参考：

Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) 6.10 - 「ライセンスと機能層」NCP-CN 6.10 学習ガイド - 「エンタープライズ層における FIPS コンプライアン

ス」

質問: 53
NKP クラスターへのユーザー認証を設定するために、プラットフォーム エンジニアが従うべき手順はどれですか?
A.ネイティブ NKP 認証を無効にし、Traefik を有効にして、ユーザー ベースの ID プロバイダーへのコネクタを作成します。

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192137/
https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192138/
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B.ユーザー ベースの ID プロバイダーへの Dex コネクタを作成します。

C.ユーザー ベースの ID プロバイダーへの MetalLB コネクタを作成します。

D. Gatekeeper を有効にし、ユーザー ベースの ID プロバイダーへのコネクタを作成します。

正解: (正解を表示します)

質問: 54
クラウド コストの消費を制御するために、必要に応じて需要を満たすように自動スケールが構成されています。

ノードがスケールダウンされた場合の動作はどうなりますか?
A.ノードはスタンバイのために電源オフの状態に変更されます。

B. Kubernetes でノードが一時停止され、インフラストラクチャは現在のレベルでリソースを消費し続けます。

C.ノードは休止状態に変更されます。

D.ノードはインフラストラクチャ プロバイダーから CAPI 削除され、ハイパーバイザーからも実質的に削除されます。

正解: (正解を表示します)
NKPA 6.10 のドキュメントとクラスタオートスケーラーの動作によると、NKP（またはCAPIで管理される環境）でノードがスケールダウンされると、そのノードは

インフラストラクチャプロバイダー（vSphere、AWS、Nutanix など）から削除されます。これにより、ノードはクラスタと、その基盤となるハイパーバイザーまたは

クラウドプロバイダーの両方から実質的に削除され、リソースが解放され、コストが削減されます。

参照：

Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) 6.10 - 「クラスタ オートスケーラーのノード削除動作」NCP-CN 6.10 学習ガイド - 「オートスケーラーによる

インフラストラクチャ リソースへの影響」

質問: 55
開発チームは、効率的なログ記録システムを実装し、AWS S3 をストレージとして使用して、大量のログをスケーラブルに管理することを決定しました。

チームは次の手順に従いました。

* WORKSPACE_NAMESPACE 変数を、前の手順でコピーした名前空間に設定します。

* ストレージ構成を更新するために ConfigMap をオーバーライドする構成を作成しました。

* grafana-loki AppDeployment を更新して、構成のオーバーライドを適用しました。ただし、実装は失敗しました。AWS でログ ストレージを管理できるようにする

には、チームは何をする必要がありますか?
A. AWS ストレージに対応する IP アドレスを設定します。

B.静的な AWS S3 認証情報を含むシークレットを作成します。

C. AWS にテナントを作成します。

D. NKP 専用の新しい IAM ロールを設定します。

正解: B (コメントを発表する)
NKPA 6.10 のドキュメントに記載されているように、ログ保存に外部ストレージ（AWS S3 など）を Loki で使用する場合、AWS 認証情報を安全に提供する必要が

あります。これには通常、静的な AWS 認証情報（アクセスキー ID とシークレットアクセスキー）を含む Kubernetes Secret の作成が含まれます。これらの認証情

報は、オーバーライド ConfigMap で参照され、Loki の S3 ストレージバックエンドを認証します。

ドキュメントからの主な参照:

「LokiがS3バケットにログを保存するには、AWS認証情報をKubernetesシークレットとして作成し、ストレージ設定で参照する必要があります。」参考：

Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) 6.10 - 「Loki 外部ストレージ構成」NCP-CN 6.10 学習ガイド - 「ログ機能を備えた外部ストレージバックエンド

の使用」

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192140/
https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192141/
https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192142/


質問: 56
プラットフォームエンジニアがオンプレミスのNutanixクラスターとAmazon EKSにNKPをデプロイする予定です。このアーキテクチャにおけるブートストラップ

クラスターの機能は何ですか？

A.単一のエントリ ポイントからのセキュリティを強化します。

B. Kubernetes のネットワーク要件を簡素化します。

C.プロビジョニングに必要なリソースを最小限に抑えることでコストを節約します。

D.インフラストラクチャに依存しないプロビジョニングに Cluster API を使用します。

正解: (正解を表示します)
NKPAコースでは、NKPデプロイメント、特にNutanixオンプレミスとAmazon EKSを組み合わせたハイブリッドアーキテクチャにおけるブートストラップクラス

ターの役割について説明します。ブートストラップクラスターは、デプロイメントプロセス中に作成される一時的なKubernetesクラスターで、対象のNKPクラス

ターのライフサイクルを管理するCluster API (CAPI)コンポーネントを初期化します。ブートストラップクラスターの主な機能は、Cluster APIを使用してインフラ

ストラクチャに依存しないプロビジョニングを行うことです（オプションD）。
CAPIにより、NKPは異なるインフラストラクチャ（Nutanix AHV、AWS EKSなど）間で、インフラストラクチャに依存しない一貫性のある方法でクラスターをプロ

ビジョニングできます。ブートストラップクラスターは、CAPIコントローラー（Nutanixの場合はCAPX、AWSの場合はCAPAなど）を実行し、ターゲットクラスター

の作成をオーケストレーションすることで、基盤となるインフラストラクチャの詳細を抽象化します。Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10スタディガイドには、

「NKPのブートストラップクラスターは、Cluster APIを使用してインフラストラクチャに依存しないプロビジョニングを提供し、Nutanix AHVやAmazon EKSなど

の多様な環境間で一貫性のあるクラスター作成を可能にします」と記載されています。これにより、オンプレミスのNutanixとクラウドベースのEKSの両方に、同じ

CAPIベースのワークフローでクラスターを展開できるようになります。

誤ったオプション:
* A. 単一のエントリポイントからセキュリティを強化：ブートストラップクラスタではなく、要塞ホストがセキュリティのための単一のエントリポイントを提供し

ます。ブートストラップクラスタは一時的なものであり、プロビジョニングに重点を置いています。

* B. Kubernetes のネットワーク要件を簡素化します。ネットワークは、ブートストラップ クラスターではなく、ターゲット クラスターの CNI (Calico など) によっ

て管理されます。

* C. プロビジョニングに必要なリソースを最小限に抑えることでコストを節約します。ブートストラップ クラスターは一時的なものであり、コストに大きな影響

を与えません。その目的はプロビジョニングであり、コスト節約ではありません。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、ブートストラップ クラスター機能のセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、NKP クラスターの構築に関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com クラスター API ドキュメント: https://cluster-api.sigs.k8s.io

質問: 57
ある企業が最近NKPを導入しました。プラットフォームエンジニアは既存のAmazon EKSへのアタッチを依頼されました。それに応じてワークスペースとプロ

ジェクトが作成され、リソース要件も満たされました。EKSクラスターを準備するために、エンジニアはまず何をする必要がありますか？

A. EKS 構成に従って ConfigMap を構成します。

B.クラスター管理者権限を持つサービス アカウントを作成します。

C. EKS クラスターに接続するように HAProxy を構成します。

D. EKS クラスターに cert-manager をデプロイします。

正解: (正解を表示します)

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192143/
https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192144/


既存の Amazon EKS クラスターを NKP に接続してフリート管理を行うには、クラスターを NKP の管理プレーンに統合する必要があり、そのためには特定の準備

手順が必要です。NKPA コースでは、最初の手順として、EKS クラスターにクラスター管理者権限を持つサービスアカウントを作成することが説明されています。

このサービスアカウントは、NKP がクラスターを認証および管理するために使用され、モニタリング、スケーリング、アプリケーションのデプロイなどの操作を可

能にします。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイドでは、「Amazon EKS などの外部 Kubernetes クラスターを NKP に接続するには、クラスター管理者ロールバイン

ディングを持つサービスアカウントを作成し、NKP がクラスターの API サーバーとやり取りできるようにする必要があります」と説明されています。このサービ

スアカウントには、NKP がリクエストの認証に使用するトークンが設定されます。NKPA コースでは、サービスアカウントの作成、クラスター管理者 ClusterRole
の割り当て、NKP 統合用のトークンの生成など、詳細な手順が説明されています。この手順は、NKP が EKS クラスターを管理するために必要な権限を持つために

不可欠です。

誤ったオプション:
* A. EKS 構成に応じて ConfigMap を構成する: ConfigMap は特定の構成に使用できますが、EKS クラスターをアタッチするための最初のステップではありませ

ん。NKPA コースでは、サービスアカウントの作成を優先します。

* C. EKS クラスターに接続するために HAProxy を構成する: HAProxy はロードバランサーであり、EKS クラスターを NKP に接続するためには必要ありませ

ん。EKS は AWS ネイティブのロードバランサーを使用し、NKP は Kubernetes API を介して接続します。

* D. EKS クラスターに cert-manager をデプロイする: cert-manager は証明書管理に使用され、EKS クラスターへの接続の前提条件ではありません。NKPA コー

スでは、必須の手順として記載されていません。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、フリート管理のセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、外部クラスターの接続に関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com Amazon EKS ドキュメント: https://docs.aws.amazon.com/eks

質問: 58
NKP管理下のクラスターでは、デフォルトで毎日フルクラスターバックアップが実行されています。しかし、Victory Financeチームは、アプリケーションのバック

アップを1日4回実施するよう要求しています。ユーザーグループはvictory-finance-apps NKPワークスペースに割り当てられ、アプリケーションはKubernetesネー

ムスペースvictory-financeにデプロイされています。

チームのアプリケーション バックアップをスケジュールする手順は何ですか?
A. NKP UI にアクセスし、victory-finance-apps NKP ワークスペースに切り替えます。アプリケーション メニュー パネルをクリックして、Velero を選択します。特

定の NKP 管理対象クラスター (その NKP ワークスペース内のすべてのクラスターではありません) のクラスター レベルで Velero アプリケーション構成を編集

します。バックアップ頻度を 1 日 4 回に設定します。

B. NKP UI にアクセスし、victory-finance NKP 名前空間に切り替えます。アプリケーション メニュー パネルをクリックして、Velero を選択します。特定の NKP 管

理対象クラスター (その NKP ワークスペース内のすべてのクラスターではありません) のクラスター レベルで Velero アプリケーション構成を編集します。バッ

クアップ頻度を 1 日 4 回に設定します。

C. Velero CLI をインストールします。Velero CLI を使用して、次のパラメータを含むバックアップ スケジュールを作成します:- バックアップ名-バックアップす

る NKP ワークスペース-バックアップ頻度 (6 時間ごと)- 管理対象 NKP クラスターの kubeconfig
D. Velero CLI をインストールします。Velero CLI を使用して、次のパラメータを含むバックアップ スケジュールを作成します:- バックアップ名-バックアップす

る Kubernetes 名前空間-バックアップ頻度 (6 時間ごと)- 管理対象 NKP クラスターの kubeconfig
正解: D (コメントを発表する)

質問: 59

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192145/


Nutanix プロビジョニング方式 (CAPX) を使用して NKP を展開する場合、サポートされる OS プラットフォームは何ですか?
A. CentOS と Rocky Linux
B. Rocky Linux と Ubuntu
C. Flatcar、Rocky Linux、Ubuntu
D. CentOS と Ubuntu
正解: B (コメントを発表する)
NKPAコースでは、Nutanixプロビジョニングメソッド（CAPX）を使用して導入されたNKPクラスターでサポートされるオペレーティングシステムを指定しま

す。CAPXは、Cluster API for Nutanix（CAPX）を活用してNutanix AHV上にクラスターをプロビジョニングします。CAPXでサポートされるOSプラットフォームは

Rocky LinuxとUbuntuです。これらのディストリビューションは、NutanixインフラストラクチャとKubernetesの要件に合わせてテストおよび最適化されていま

す。

Rocky Linuxは、2021年にCentOS 8のサポートが終了した後、Nutanixが採用したCentOSの代替OSであり、安定したエンタープライズグレードのOSを提供してい

ます。Ubuntu、特に20.04や22.04などのLTSバージョンは、KubernetesおよびNutanix AHVとの互換性により広くサポートされています。Nutanix Cloud Native
(NCP-CN) 6.10 Study Guideには、「Nutanixプロビジョニング方式（CAPX）を使用してNKPを展開する場合、サポートされるOSプラットフォームはRocky Linuxと

Ubuntuであり、Nutanix AHVおよびKubernetesとの互換性が確保されます」と記載されています。これらのOSイメージは通常、kubeadmやcontainerdなどの必要な

コンポーネントを含むようにNKP Image Builder（NIB）を使用して準備されます。

誤ったオプション:
* A. CentOS と Rocky Linux: CentOS 8 は 2021 年以降サポートされなくなり、Nutanix は Rocky Linux に移行しました。

* C. Flatcar、Rocky Linux、Ubuntu: Flatcar Container Linux は、NKP 展開の CAPX でサポートされている OS ではありません。

* D. CentOS および Ubuntu: 前述のとおり、CentOS はサポートされていません。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、CAPX を使用した Nutanix プロビジョニングのセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、NKP 展開の前提条件に関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com

質問: 60
プラットフォームエンジニアは、NKP管理ノードとワーカーノードのデプロイメント用のカスタムイメージを構築する任務を負っています。エンジニアは、これら

のイメージを作成する際に適切なパッケージバージョンが使用されていることを確認する必要があります。セキュリティチームが承認したKubernetesのバージョ

ンは1.30.5、containerdのバージョンは1.7.22のみです。エンジニアは、カスタムイメージの構築時にこれらのバージョンが使用されていることをどこで確認すれ

ばよいでしょうか？

A. terraform/vars/default/terraform.tfvars
B. ansible/group_vars/all/defaults.yaml
C. config/pulmi/vars/pulumi.kib.config
D.カスタムイメージの.envファイル

正解: (正解を表示します)

質問: 61
クラウド エンジニアは NKP 環境を管理し、NKP クラスター ノードとなるマシン イメージを準備しています。

デフォルトのノード準備プロセスに関する記述はどれですか?
A. Ansible は、OS イメージが NKP を実行できるかどうかを検証するために使用されます。

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192146/
https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192147/


B.シェル スクリプトは、NKP ノードとして使用するために OS イメージを強化するために使用されます。

C. Goss は、OS イメージを CAPI 準拠にして NKP ノードとして使用するために使用されます。

D. Goss は、OS イメージが NKP を実行できるかどうかを検証するために使用されます。

正解: D (コメントを発表する)

有効的なNCP-CN問題集はJPNTest.com提供され、NCP-CN試験に合格することに役に立ちます！JPNTest.comは今最新NCP-CN試験問題集を提供しま

す。JPNTest.com NCP-CN試験問題集はもう更新されました。ここでNCP-CN問題集のテストエンジンを手に入れます。最新版のアクセ

ス、https://www.jpntest.com/shiken/NCP-CN-mondaishu 「111問、３０％ディスカウント、特別な割引コード: JPNshiken」

質問: 62
ある企業が最近NKPを導入しました。プラットフォームエンジニアは既存のAmazon EKSへのアタッチを依頼されました。それに応じてワークスペースとプロ

ジェクトが作成され、リソース要件も満たされました。EKSクラスターを準備するために、エンジニアはまず何をする必要がありますか？

A. EKS クラスターに cert-manager をデプロイします。

B.クラスター管理者権限を持つサービス アカウントを作成します。

C. EKS 構成に従って ConfigMap を構成します。

D. EKS クラスターに接続するように HAProxy を構成します。

正解: B (コメントを発表する)

質問: 63
NKPデプロイメント用のプライベートレジストリがあり、会社はNKP Ultimateライセンスを保有しています。プラットフォームエンジニアはPodmanツールを使

用しており、既にログインしています。エンジニアは、NKPカタログアプリケーションを含むプライベートレジストリを送信する必要があります。

エンジニアはどのようなコマンドを使用すべきでしょうか?
A.ポッドマン ロード -i ./container-images/nkp/catalog-applications-image-bundle-v2.12.0.tar
B. nkp push bundle --bundle ./container-images/nkp/catalog-applications-image-bundle-v2.12.0.tar --to-registry=${REGISTRY_URL} --to-registry-username=
${REGISTRY_USERNAME} --to-registry-password=${REGISTRY_PASSWORD}
C. nkp apply bundle -f ./container-images/nkp/catalog-applications-image-bundle-v2.12.0.tar --to-registry=${REGISTRY_URL} --to-registry-username=
${REGISTRY_USERNAME} --to-registry-password=${REGISTRY_PASSWORD}
D. docker load -i ./container-images/nkp/catalog-applications-image-bundle-v2.12.0.tar
正解: B (コメントを発表する)

質問: 64
ある企業では、次のような複数のマイクロサービスで構成される新しい Web アプリケーションを開発しています。

* 認証サービス

* ユーザー管理サービス

* 決済処理サービス 各マイクロサービスは異なるチームによって開発されており、テストと開発には独立した環境が必要です。開発とテストを円滑に進めるため、

チームはNKP内に専用のワークスペースを作成することにしました。この新しい環境の構築を開始するには、チームは何をすべきでしょうか？

A.クラスターの選択から、クラスターの追加を選択します。

B.上部のメニュー バーにあるワークスペース選択ドロップダウン リストから、[ワークスペースの作成] を選択します。

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192148/
https://www.jpntest.com/shiken/NCP-CN-mondaishu
https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192149/
https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192150/


C.上部のメニュー バーにあるワークスペース選択ドロップダウン リストから、[ワークスペースの追加] を選択します。

D.インフラストラクチャ プロバイダーの管理選択ドロップダウン リストから、インフラストラクチャ プロバイダーの追加を選択します。

正解: B (コメントを発表する)
Nutanix Kubernetes プラットフォーム (NKP) は、ワークスペースを使用して、さまざまなチームまたはプロジェクトに分離された環境を提供し、各チームが独自

のクラスター、アプリケーション、およびリソースを個別に管理できるようにします。

NKPA コースによれば、新しいワークスペースを作成することは、このシナリオのマイクロサービスに必要なマルチテナントおよび分離された開発環境をサポー

トするための重要な Day 2 操作です。

このコースでは、新しいワークスペースを作成するには、ユーザーがNKPユーザーインターフェース（UI）の上部メニューバーにあるワークスペース選択ドロップ

ダウンリストに移動し、「ワークスペースの作成」を選択する必要があると指定されています。このアクションにより、管理者がワークスペース名、説明、および関

連リソース（例：

（例：クラスタ、ユーザー、ポリシーなど）。Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイドには、「NKP で新しいワークスペースを作成するには、UI のワークス

ペース選択ドロップダウンに移動し、「ワークスペースの作成」を選択して、チームまたはプロジェクト用の分離された環境を構成します」と記載されています。こ

のプロセスにより、各マイクロサービスチームが開発およびテスト用の独自の分離された環境を持ち、アクセスが特定のワークスペースに制限されます。

誤ったオプション:
* A. クラスターの選択から「クラスターの追加」を選択します。クラスターを追加すると、新しいワークスペースではなく、既存のワークスペース内に新しい

Kubernetesクラスターが作成されます。NKPAコースでは、クラスターの作成とワークスペースの作成を区別しています。

* C. 上部のメニュー バーにあるワークスペース選択ドロップダウン リストから、[ワークスペースの追加] を選択します。NKPA コースと UI では、標準の用語とし

て [ワークスペースの追加] ではなく [ワークスペースの作成] が使用されます。

* D. インフラストラクチャ プロバイダーの管理選択ドロップダウン リストから、インフラストラクチャ プロバイダーの追加を選択します。このオプションは、

ワークスペースを作成するためのものではなく、NKP のインフラストラクチャ プロバイダー (AWS、vSphere など) を構成するためのものです。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、ワークスペース管理のセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、2 日目の操作に関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com

質問: 65
エアギャップされた事前プロビジョニングされたサーバーに NKP クラスターを展開する場合、Konvoy Image Builder を使用して、サーバーを NKP クラスター

ノードになるように準備します。

この準備プロセスの一部として、konvoy-image アップロード コマンドは何を実行しますか?
A.このコマンドは、コンテナ ランタイム、OS バンドル、Kubernetes コンポーネントなどの成果物をサーバーにアップロードします。これにはオプションの OS
強化スクリプト (クライアントが提供する必要があります) も含まれます。

B.このコマンドは、サーバー上に konvoy ユーザー ID を作成し、コンテナ ランタイム、OS バンドル、Kubernetes コンポーネントなどの成果物をサーバーにアッ

プロードするために使用されます。

C.このコマンドは、コンテナ ランタイム、OS バンドル、Kubernetes コンポーネントなどの成果物をサーバーにアップロードします。

D.このコマンドは、OS 強化スクリプトをサーバーにアップロードするために使用されます (クライアントが提供する必要があります)。
正解: (正解を表示します)

質問: 66

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192151/
https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192152/


プラットフォームエンジニアが既存のKubernetesクラスターをNKPに接続しようとしていますが、特定のKubernetes Amazon EKSクラスターでアプリケーショ

ンのデプロイ時にエラーが発生しています。これらのエラーは永続ボリュームに関連しています。

何が問題なのでしょうか、そしてエンジニアは何ができるでしょうか?
A.ストレージアプライアンスに問題が発生しています。ストレージエンジニアに連絡して調査してもらってください。

B. EKSクラスターに接続できる互換性のあるストレージがありません。互換性のあるストレージを要求してください。

C.デフォルトの StorageClass はありません。ストレージクラスを確認し、1 つだけをデフォルトとして設定する必要があります。

D. ConfigMap に誤った設定がある可能性があります。NKP の要件に合わせて調整する必要があります。

正解: (正解を表示します)
フリート管理のために Amazon EKS クラスターを NKP に接続すると、アプリケーションのデプロイ中に永続ボリューム (PV) エラーが発生する場合、多くの場

合、ストレージ設定に問題があることが示唆されます。NKPA コースでは、よくある原因として、デフォルトの StorageClass が存在しないことが挙げられま

す。Kubernetes では、PersistentVolumeClaims (PVC) が指定されていない場合に、PV を自動的にプロビジョニングするためにデフォルトの StorageClass が必要

です。デフォルトがないと、アプリケーションは PVC をバインドできず、デプロイエラーが発生します。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイドには、「アタッチされた EKS クラスターでは、永続ボリュームの動的プロビジョニングをサポートするようにデ

フォルトの StorageClass が設定されていることを確認してください。既存の StorageClass を確認し、storageclass.kubernetes.io/is-default-class アノテーション

を使用して 1 つをデフォルトとして設定してください。」と記載されています。エンジニアは kubectl get storageclass を実行して利用可能な StorageClass を一覧

表示し、その構成を確認し、kubectl patch storageclass <name> -p '{"metadata": {"annotations": でパッチを適用して 1 つをデフォルトとして設定する必要があり

ます。

{"storageclass.kubernetes.io/is-default-class":"true"}}}'。EKS では、デフォルトの StorageClass は通常、Amazon EBS (gp2 や gp3 など) によってサポートされま

す。

誤ったオプション:
* A. ストレージアプライアンスに問題が発生しています。これは、PVエラーでは示されないハードウェアの問題であると考えられます。NKPAコースでは、まず

Kubernetesの構成を確認することを推奨しています。

* B. 互換性のあるストレージがない: EKS は NKP と互換性のある EBS と EFS をサポートしています。問題は互換性ではなく、構成にある可能性があります。

* D. ConfigMapの設定ミスの可能性があります。ConfigMapはPVプロビジョニングとは直接関係ありません。NKPAコースでは、PVエラーの原因として

StorageClassの問題が指摘されています。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、フリート管理のセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、ストレージ構成の章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com Amazon EKS ストレージドキュメント:
https://docs.aws.amazon.com/eks

質問: 67

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192153/


プラットフォームエンジニアは、エアギャップ環境にNKPクラスタを展開する準備をしています。NKPクラスタは、CAPI Nutanixプロビジョナー（CAPX）を使用し

てNutanixインフラストラクチャ上に展開されます。エンジニアはまずブートストラップクラスタを作成し、次にLinuxエンジニアリングチームがPrism Centralで
提供したUbuntu 22.04 OSイメージをNIB-prepすることにしました。その後、エンジニアはNKPクラスタを展開します。

しかし、ブートストラップクラスタ作成の最初のステップで、エンジニアは図に示すようなエラーを受け取りました。原因は何でしょうか？

A. CAPI プロビジョニング方法は、コマンド nkp create bootstrap nutanix の一部として指定する必要があります。

B.ブートストラップ クラスターを作成する前に、ブートストラップ クラスター イメージをロードする必要があります。

C.ブートストラップを作成する前に、Ubuntu 22.04 OS イメージを NIB で準備する必要があります。

D. nkp create bootstrap コマンドは、root として実行する必要があります。

正解: (正解を表示します)
この図は、エアギャップ環境でnkp create bootstrapコマンドを使用してブートストラップクラスターを作成中に発生したエラーを示しています。NKPAコースで

は、ブートストラップクラスターとは、ターゲットのNKPクラスターをプロビジョニングするためにCluster API (CAPI)コンポーネントを初期化するために使用さ

れる一時的なKubernetesクラスターであると説明されています。

エアギャップ環境では、パブリック レジストリからリソースを取得するためのインターネット アクセスがないため、コンテナー イメージを含む必要なすべての

リソースがローカルで利用できる必要があります。

このエラーの最も可能性の高い原因は、ブートストラップクラスタを作成する前にブートストラップクラスタイメージをロードする必要があることです（オプ

ションB）。コースでは、エアギャップデプロイメントでは、nkp create bootstrapを実行する前に、ブートストラップクラスタイメージ（通常はCAPIで使用される

kindまたはk3sイメージ）をローカルコンテナレジストリまたはBastionホストに事前にロードしておく必要があると指定されています。このイメージは、Nutanixが
提供するAir-Gapped Bundleの一部であり、NKPデプロイメントに必要なすべてのコンテナイメージが含まれています。このイメージを事前にロードしないと、必

要なイメージをプルできず、nkp create bootstrapコマンドは失敗します。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイドには、「エアギャップ NKP デプロイメントでは、nkp create bootstrap を実行する前に、ブートストラップ クラス

タ イメージ（例: kindest/node）がローカル レジストリまたはホストにロードされていることを確認してください。このコマンドは、一時クラスタを作成するため

にこのイメージを必要とするためです。」と記載されています。エンジニアは、エアギャップ バンドルからブートストラップ イメージを抽出し、docker load など

のツールを使用してロードし、ブートストラップ プロセス中にアクセスできるようにローカル レジストリを構成する必要があります。

誤ったオプション:
* A. CAPI プロビジョニング メソッドは、nkp create bootstrap nutanix として指定する必要があります。nkp create bootstrap コマンドでは、この段階では nutanix
のようなプロビジョニング メソッドは必要ありません。プロバイダー (例: Nutanix の場合は CAPX) は、ブートストラップの作成時ではなく、実際のクラスターの

作成時 (nkp create cluster) に指定されます。

* C. Ubuntu 22.04 OS イメージは、ブートストラップを作成する前に NIB で準備する必要があります。Ubuntu 22.04 イメージは、ターゲットの NKP クラスター

ノード用であり、ブートストラップクラスター用ではありません。ブートストラップクラスターでは、事前に構築されたイメージ（例：kind）が使用されます。このイ

メージの NIB 準備は、後の手順で行います。

* D. nkp create bootstrap コマンドは root 権限で実行する必要があります。一部のコマンドでは昇格権限が必要な場合がありますが、NKPA コースでは nkp create
bootstrap を root 権限で実行する必要があるとは規定されていません。このエラーは、エアギャップ環境でイメージが欠落していることに関連している可能性が高

いです。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、エアギャップ環境でのブートストラップ クラスター作成のセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、エアギャップ展開に関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com クラスター API ドキュメント: https://cluster-api.sigs.k8s.io

質問: 68

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192154/


プラットフォームエンジニアが、Nutanix AHVとAWSの複数のNKPクラスターにカスタムOSイメージをデプロイしたいと考えています。カスタムイメージの作成

とそれぞれのイメージリポジトリへの配置を容易にするためにバンドルされている2つのツールはどれですか？

A. Nutanix イメージビルダー

B.アンシブル

C.テラフォーム

D. Konvoy イメージビルダー

正解: (正解を表示します)

質問: 69

プロジェクトを作成した後、新しいソフトウェア リリースが両方の環境に自動的に展開されるようにするには、管理者は何を構成する必要がありますか?
A.プロジェクトの秘密

B.継続的インテグレーション (CI)
C.プロジェクト構成マップ

D.デプロイメントの続行 (CD)
正解: (正解を表示します)

質問: 70

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192155/
https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192156/


プラットフォームエンジニアは、ワークロードのキャパシティ制約のため、NKP Pro デモクラスタを拡張する必要があります。デモクラスタには、ライセンスの観

点から 150 個の vCPU が利用可能です。各ワーカーノードには 8 個の vCPU、各コントロールプレーンノードには 4 個の vCPU が利用可能です。

デモ クラスターを拡張し、ライセンスに準拠し続けるために有効な 2 つのオプションはどれですか。(2 つ選択してください。)
A.追加のコントロール プレーンを 6 つ追加します。

B.元のワーカー ノードプールを最大 8 ノードまで拡張します。

C.ノードあたり 8 個の vCPU を持つ 10 個のノードで構成される新しいワーカー ノードプールを作成します。

D.元のワーカーノードプールを最大4ノード拡張し、次のノードで構成される新しいワーカーノードプールを作成します。

ノードあたり 4 つの vCPU を備えた 6 つのノード。

正解: (正解を表示します)
NKPA 6.10のドキュメントによると、NKPクラスタのライセンスは、すべてのノード（ワーカーとコントロールプレーン）に割り当てられたvCPUの合計数によって

制限されます。このシナリオでは、クラスタの最大vCPU数は

150 個の vCPU が利用可能です。

既存の出力には、それぞれ 8 個の vCPU (10×8=80 個の vCPU) を備えた 10 個のワーカー ノードと、それぞれ 4 個の vCPU (3×4=12 個の vCPU) を備えた 3 個の

コントロール プレーン ノードが表示されています。

* 現在の vCPU 使用量: 80 + 12 = 92 vCPU。
* 残りの vCPU: 150 - 92 = 58 vCPU。
オプションA:
6 つのコントロール プレーン ノード (6×4 = 24 vCPU) を追加します。

これにより、コントロールプレーンは合計9つ（既存の3つと新規の6つ）に増えます。コントロールプレーンノードは

9×4=36 個の vCPU。
ワーカーノードは 80 vCPU のままです。

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192157/


合計 vCPU 使用量: 36 + 80 = 116 vCPU (それでも 150 vCPU 未満)。
しかし、一般的なNKP構成において9つのコントロールプレーンを持つことは稀であり、また不要です。NKPAおよびNCP-CNのベストプラクティスでは、HA構成

ではコントロールプレーンを3つまたは5つ以下に抑えることが推奨されています。したがって、これは技術的には可能ですが、推奨または標準的な方法ではありま

せん。そのため、選択されません。

オプションB:
既存のワーカー ノードプールを 8 ノード (8×8 = 64 vCPU) 拡張します。

これにより、現在の 92 個の vCPU に 64 個の vCPU が追加されます。

92 + 64 = 156 vCPU # がライセンス制限を超えています。

訂正：質問では「最大 8 ノードまで拡張する」と指定されているため、拡張できるのは 7 ノード (7×8=56 vCPU) のみです。

92 + 56 = 148 vCPU # ライセンス制限内。

したがって、最大 7 ノードまでの拡張が有効です。

オプションC:
10 個のノード (10×8=80 個の vCPU) を持つ新しいワーカー ノードプールを作成します。

これにより、既存の 92 個の vCPU に 80 個の vCPU が追加されます。

92 + 80 = 172 vCPU # は 150 vCPU のライセンス制限を超えています。

無効です。

オプションD:
元のワーカー ノードプールを最大 4 ノード (4×8 = 32 vCPU) = +32 vCPU まで拡張します。

4 つの vCPU/ノードを持つ 6 ノードの新しいノードプールを追加します (6×4 = 24 vCPU) = +24 vCPU。
合計増加数: 32 + 24 = 56 vCPU。
合計 vCPU 使用量: 92 + 56 = 148 vCPU # (150 vCPU 制限内)。
したがって、有効です。

抜粋参照:
* NKPA 6.10 - 「クラスターのサイズ設定とライセンス」

* Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) - ライセンスに関する考慮事項

「すべてのノード（コントロール プレーンとワーカー）の vCPU の合計数は、NKP デプロイメントのライセンスされた vCPU 容量を超えてはなりません。」これは、

オプション B と D が、ライセンス制約に準拠しながらクラスターを拡張するための 2 つの有効なアプローチであることを示しています。

質問: 71
プラットフォームエンジニアは、Konvoy Image Builder を使用してカスタムオペレーティングシステムイメージを構築する必要があります。このイメージは、様々

なプラットフォームにクラスタを展開するために使用されます。エンジニアは、Konvoy の要件と互換性のある OS イメージを作成するという任務を負っていま

す。Konvoy Image Builder を使用して互換性のあるイメージを正常に構築するには、開発環境が必要な前提条件を満たしていることを確認する必要があります。

Konvoy Image Builder を使用して互換性のある OS イメージを作成するには、どのシステムが必要ですか?
A. AWS アカウント内の Lambda インスタンス

B. KVMを使用した仮想化arm64環境

C. USB接続の32ビットWindowsマシン

D. x86_64ベースのLinuxまたはMacOSマシン

正解: (正解を表示します)
Konvoy Image Builder では、OS イメージを構築およびカスタマイズするために、64 ビット Linux または MacOS 環境 (x86_64 アーキテクチャ) が必要です。

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192158/


参照：

Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) 6.10 - 「Konvoy イメージビルダー システム要件」NCP-CN 6.10 学習ガイド - 「KIB 環境の前提条件」

質問: 72

プラットフォームエンジニアは、Nutanixインフラストラクチャ上に新しいNKPクラスタをエアギャップ環境に展開する準備をしています。準備プロセスの一環と

して、エンジニアはNKPクラスタノードに使用するUbuntu 22.04インスタンスを提供しています。このインスタンスは、企業のOSイメージ強化基準に準拠してい

ます。しかし、NIBの準備プロセス中に、図に示すエラーが発生しました。

NIB の準備の試みが失敗した理由は何でしょうか?
A.エンジニアは、NIB-prep コマンドで OS パッケージ バンドルの inartifacts ディレクトリを指定しました。

B. Ubuntu 22.04 は、Nutanix インフラストラクチャ上の NKP ノードでサポートされている OS ではないため、必要な OS パッケージ バンドルが存在しません。

C.エンジニアは、NIB 準備の試行前に、必要な NKP イメージをローカル レジストリにシードしていません。

D.エンジニアは、NIB 準備の試行前に OS パッケージ バンドルを作成していません。

正解: D (コメントを発表する)
エラーには次のように記載されています:
二

コピー

'/home/.../nkp-image-builder-.../playbooks/.../artifacts/1.29.6_ubuntu_22.04_x86_64' が見つからないか、アクセスできませんでした。

tar.gz'
これは、OS パッケージバンドル (artifacts/1.29.6_ubuntu_22.04_x86_64.tar.gz) が作成されていないか、存在しないことを示しています。OS パッケージバンドル

の作成は、NIB ワークフローの前提条件です。

キーリファレンス:
* Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) 6.10 - 「NIB 用 OS パッケージバンドルの作成」

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192159/


* NCP-CN 6.10 学習ガイド - 「NIB 準備の前提条件」

質問: 73
以前、EKS クラスターを NKP (Fleet Management) で管理するためにアタッチしました。現在、プラットフォームエンジニアはライセンス上の理由から、EKS クラ

スターを NKP から切断するよう指示されています。クラスターを切断した後、開発者は、EKS クラスターが NKP から正常にデタッチされたにもかかわらず、ア

プリケーションの変更が EKS クラスターにまだ反映されていることに気付きました。エンジニアはこの問題をどのように解決すべきでしょうか？

A.開発者のデプロイメント設定ファイルに不適切な設定が含まれている可能性があります。修正を依頼するか、AWSテクニカルサポートにお問い合わせくださ

い。

B.切り離されたクラスターの Flux インストールは、管理 Git リポジトリから手動で切断する必要があります: kubectl -n kommmander-flux patch gitrepo
management -p '{"spec":{"suspend":true}}' --type merge
C. EKS クラスターを強制的にデタッチします: nkp detach cluster -c detached-cluster-name --force
D.分離されたクラスタもNKPから削除する必要があります: nkp delete cluster -c detached-cluster-name
正解: (正解を表示します)

質問: 74

プラットフォームエンジニアは、すべてのワークスペースでインサイトを確認できません。これは、社内のすべてのKubernetesクラスターのすべてのアラートを制

御するための重要な機能です。NKPインサイトの生成を開始するには、エンジニアは何をする必要がありますか？

A. NKP Insights アドオン ライセンスを取得します。

B. kubectl apply -f nkp-insights-1.2.2 -- kubeconfig=<cluster>.conf を使用して、すべての Kubernetes クラスターに nkp-insights をインストールします。

C.永続ボリュームクレームを作成し、nkp-insights に割り当てます。このアプリケーションでは、ログとデータを保存するためにボリュームが必要です。nkp
create appdeployment nkp-insights --app nkp-insights-1.2.2 で nkp-insights をインストールします。

--workspace コマンダーワークスペース

正解: C (コメントを発表する)
この展示では、NKP UI に「インサイトが見つかりません」というメッセージが表示されています。これは、プラットフォームの予測分析および可観測性機能である

NKP Insights がアクティブになっていないことを示しています。NKPA コースでは、NKP Insights は Kubernetes クラスターの異常検知とアラート機能を提供す

るプラットフォーム アプリケーションですが、インサイトを生成するにはデプロイと設定が必要であると説明されています。

正しいアプローチ (オプション C) には、次の 2 つのステップが含まれます。

* 永続ボリューム要求（PVC）を作成し、nkp-insights に割り当てます。NKP Insights は、分析用のログ、メトリック、履歴データを保存するために永続ストレージを

必要とします。このコースでは、このストレージを提供するために PVC を作成し、アプリケーションが分析情報を生成するためのデータを保持できるようにする

必要があることを指定します。

* nkp create appdeployment nkp-insights --app nkp-insights-1.2.2 --workspace kommander-workspace で nkp-insights をインストールします。このコマンドは、指

定されたワークスペース (kommander-workspace) 内のすべてのクラスターに NKP Insights アプリケーションをデプロイします。--app フラグでアプリケーショ

ンのバージョンを指定し、このデプロイにより、ワークスペース内のすべてのクラスターに対してインサイトが生成されます。

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192160/
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Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイドには、「NKP Insights を有効にするには、ストレージ用の PersistentVolumeClaim を作成し、nkp create

appdeployment nkp-insights -- app <version> --workspace <workspace-name> を使用してアプリケーションをデプロイし、クラスター全体のインサイト生成を開

始します」と記載されています。これは、NKP Insights が集中的な監視機能を提供するため、企業全体のクラスター全体でアラートを制御する必要性に合致してい

ます。

誤ったオプション:
* A. NKP Insights アドオンライセンスを取得してください。NKP Insights は、上位ライセンス（例：NKP Ultimate）に含まれるプラットフォームアプリケーションで

あり、独立したアドオンではありません。本コースでは、別途ライセンスを取得する必要はありません。

* B. kubectl apply を使用してすべてのクラスターに nkp-insights をインストールします。この方法は手動で非効率的です。

NKP の appdeployment コマンドは、ワークスペース内のすべてのクラスターにわたるデプロイメントを自動化します。

:
Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) コース、可観測性と洞察のセクション。

Nutanix Cloud Native (NCP-CN) 6.10 学習ガイド、2 日目の操作に関する章。

Nutanix Cloud Bible、NutanixKubernetesPlatform セクション: https://www.nutanixbible.com

質問: 75
ある電子商取引会社は、休日に同時トラフィックの急増によりサービスの低下が発生するため、NKP クラスターに自動スケーリング構成を適用することにしまし

た。

展示品に示されている構成を最もよく表す記述はどれですか?
A.オートスケーラーには 15 個または 3 個のノードが含まれる可能性があります。

B.オートスケーラーは必要に応じてノードの数を増やすことができますが、3 未満に減らすことはできません。

C.オートスケーラーはノード数を最大 15 まで増やすことができますが、その数を 3 未満に減らすことはできません。

D.オートスケーラーはノード数を最大 3 まで増やすことができますが、15 未満に減らすことはできません。

正解: (正解を表示します)
この図は、オートスケーラー関連のアノテーションを持つ NodeGroup リソースの YAML マニフェストを示しています。

ヤムル

コピー

cluster.x-k8s.io/cluster-api-autoscaler-ノードグループの最小サイズ: "3"
cluster.x-k8s.io/cluster-api-autoscaler-ノードグループの最大サイズ: "15"
NKPA 6.10 のドキュメントによると、これらのアノテーションは、指定されたノードグループ内のオートスケーラーの最小ノード数と最大ノード数を設定しま

す。オートスケーラーは、ノード数が最小値 (3) を下回ったり、最大値 (15) を超えたりしないようにします。

キーリファレンス:

「クラスターオートスケーラーは、ワークロード要件に基づいて、NodeGroup を最大サイズまでスケールアップし、最小サイズまでスケールダウンします。」参考:

Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) 6.10 - 「クラスタ オートスケーラーの構成」NCP-CN 6.10 学習ガイド - 「オートスケーラーのノードグループ

アノテーション」

質問: 76
プラットフォームエンジニアは、エアギャップ環境のプライベートレジストリにNKPバンドルをロードした後、ブートストラップクラスターを作成するために

Konvoyブートストラップイメージが必要になります。Konvoyイメージがレジストリにロードされていません。要塞ホストにKonvoyブートストラップイメージを

ロードする最も効果的なコマンドはどれですか？
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A. nkp push bundle --bundle konvoy-bootstrap-image-<version>.tar --to-registry=<REGISTRY_URL>
B. docker イメージタグ konvoy-bootstrap-image-<version>.tar バージョン docker.io/konvoy-bootstrap バージョン

C. nkp load image -f konvoy-bootstrap-image-<version>.tar --to-registry=<REGISTRY_URL>
D. docker load -i konvoy-bootstrap-image-<バージョン>.tar
正解: D (コメントを発表する)

有効的なNCP-CN問題集はJPNTest.com提供され、NCP-CN試験に合格することに役に立ちます！JPNTest.comは今最新NCP-CN試験問題集を提供しま

す。JPNTest.com NCP-CN試験問題集はもう更新されました。ここでNCP-CN問題集のテストエンジンを手に入れます。最新版のアクセ

ス、https://www.jpntest.com/shiken/NCP-CN-mondaishu 「111問、３０％ディスカウント、特別な割引コード: JPNshiken」

質問: 77

demo という Kubernetes クラスターのノードプールを確認すると、ワーカーが 1 つしかない md-1 というノードプールがあります。このワーカーは、ノードプー

ル md-1 と一緒に削除する必要があります。

このタスクはどのようにして達成すべきでしょうか?
A. nkp delete nodepool md-1 --cluster-name=demo を実行します。

B. acli vm.delete demo-md-1-hQ2sz-mw4p6-fptc を実行します。

C. ncli vm.delete demo-md-1-hQ2sz-mw4p6-fptc を実行します。

D. nkp node scale nodepool md-1 --replicas=0 --cluster-name=demo を実行します。

正解: (正解を表示します)

https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192163/
https://www.jpntest.com/shiken/NCP-CN-mondaishu
https://www.jpnshiken.com/q/67019-6192164/


NKPA 6.10 のドキュメントでは、NKP クラスター内のノードプール全体（ワーカーノードを含む）を削除する方法として、nkp delete nodepool コマンドの使用が

サポート対象であり推奨されていることが明記されています。このコマンドは、指定されたノードプールと関連するすべてのリソースを、制御されたサポートされ

た方法でクラスターから削除します。

ドキュメントからの主な参照:

「nkp delete nodepool <nodepool-name> --cluster-name=<cluster-name> を使用して、ノード プールとその関連リソースを安全に削除します。」ACLI または NCLI

による VM の手動削除は、Kubernetes および NKP リソースのライフサイクルをバイパスし、孤立したリソースや一貫性のないクラスター状態が残る可能性があ

るため、推奨されません。

参照：

Nutanix Kubernetes プラットフォーム管理 (NKPA) 6.10 - 「ノード プールの削除」NCP-CN 6.10 学習ガイド - 「ノード プールのライフサイクル管理」

有効的なNCP-CN問題集はJPNTest.com提供され、NCP-CN試験に合格することに役に立ちます！JPNTest.comは今最新NCP-CN試験問題集を提供しま

す。JPNTest.com NCP-CN試験問題集はもう更新されました。ここでNCP-CN問題集のテストエンジンを手に入れます。最新版のアクセ

ス、https://www.jpntest.com/shiken/NCP-CN-mondaishu 「111問、３０％ディスカウント、特別な割引コード: JPNshiken」

https://www.jpntest.com/shiken/NCP-CN-mondaishu

